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まるいのは侍のおとこのこ。たまには
剣術のおけいこに励んでみますが…？

まるパラシリーズ  Vol.27

どう？
かっこいい？？
切れない刀だけど、
あぶないから気をつ
けてほし〜の〜！

10月20・21日の丹波焼陶器まつりで
披露されたろくろでの作業風景
みるみる形になっていく様子に
多くの人が見入りました（関連記事9ページ）

丹波焼のまち・今田
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丹波篠山  Hyogo 2

福
住
地
区
が 

重
伝
建
地
区
に
選
定

　

10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
国
の

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
で
の

審
議
・
議
決
を
経
て「
篠
山
市
福

住
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

を
新
た
に
重
伝
建
地
区
に
選
定
す

る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
に
よ
っ

て
、
近
日
中
に
行
わ
れ
る
官
報
告

示
を
経
て
、
城
下
町
篠
山
の
町
並

み
に
続
き
、
篠
山
市
に
2
地
区
目

の
重
伝
建
地
区
が
誕
生
す
る
予
定

で
す
。

　

重
伝
建
地
区
の
所
在
は
、
篠
山

市
福
住
、
川
原
、
安
口
、
西
野
々

の
各
一
部
。
ま
た
、
そ
の
範
囲
は

か
つ
て
の
宿
場
町
と
、
西
京
街
道

に
沿
っ
て
周
囲
の
田
園
と
一
体
と

な
り
特
徴
的
な
歴
史
的
風
致
を
残

の
で
、
地
域
住
民
の
方
々
の
意
欲

や
市
の
取
り
組
み
を
国
が
後
押
し

す
る
制
度
で
す
。
市
は
地
域
住
民

の
合
意
の
元
、
都
市
計
画
ま
た
は

条
例
に
よ
っ
て
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
を
定
め
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
、
国
は
と
り
わ
け
価
値
の
高

い
も
の
を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区（
重
伝
建
地
区
）と
し
て

選
定
。
市
町
村
が
進
め
る
保
存

事
業
に
対
し
て
、
都
道
府
県
と
と

も
に
補
助
金
な
ど
の
財
政
的
支
援

や
技
術
的
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
市
は
保
存
地
区
内
の
建

築
物
な
ど
の
現
状
変
更
を
許
可
し

た
り
、
修
理
・
修
景
な
ど
の
保
存

事
業
を
主
体
的
に
進
め
ま
す
。

伝
建
制
度
と
は

　

か
つ
て
の
高
度
経
済
成
長
に
伴

い
無
秩
序
な
開
発
が
進
み
、
民
家

な
ど
の
伝
統
的
な
建
築
物
が
急
速

に
失
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
歴
史
的

な
市
街
地
や
農
村
景
観
が
失
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
憂
慮
し
、

み
ん
な
が
懐
か
し
い
と
思
え
る
風

景
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度（
伝

建
制
度
）が
昭
和
50
年
に
で
き
ま

し
た
。

　

城
下
町
、
宿
場
町
な
ど
現
存
す

る
歴
史
的
な
集
落
や
町
並
み
の
保

存
を
通
し
て
、
地
区
の
生
活
や
仕

事
に
新
た
な
息
吹
を
吹
き
込
む
も

　

か
つ
て
宿
場
と
し
て
栄
え
た
福
住
の
町
並
み
…
。
そ
し
て
、
周
囲

の
田
園
と
一
体
と
な
り
特
徴
的
な
歴
史
的
風
致
を
残
す
農
村
集
落
…
。

　

10
月
19
日
、
国
の
文
化
審
議
会（
宮み

や

田た

亮り
ょ
う

平へ
い

会
長
）が
こ
の「
篠
山
市

福
住
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」を
新
た
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区（
重
伝
建
地
区
）に
選
定
す
る
よ
う
田た

中な
か

真ま

紀き

子こ

文
部

科
学
大
臣
に
答
申
。
近
日
中
に
行
わ
れ
る
官
報
告
示
に
よ
り
全
国
で

99
番
目
、
兵
庫
県
で
４
番
目
の
重
伝
建
地
区
が
篠
山
市
に
誕
生
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
特
集
で
お
伝
え
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育･

文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２

こ
と
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
景
観

が
数
多
く
残
る
篠
山
は
奇
跡
的
と

も
評
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
誇

り
に
、
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
丹
波

篠
山
を
目
指
し
、
住
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
、
世
界

に
輝
く
篠
山
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
重
伝
建
地
区
の
範
囲
や

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
地
区（
篠

山
市
と
他
の
３
市
を
含
む
）は
、
全

国
で
82
市
町
村
、
１
０
２
地
区
と

な
り
ま
す
。ま
た
、兵
庫
県
内
で
は
、

神
戸
市
北
野
町
山
本
通（
異
人
館

街
）が
昭
和
55
年
に
選
定
さ
れ
て

か
ら
、
４
地
区
目
と
な
り
ま
す
。

文
化
を
残
し 

次
の
時
代
に
伝
え
る

　

豊
か
な
自
然
、
伝
統
の
町
並
み

や
歴
史
・
文
化
…
。
こ
れ
ら
篠
山

に
息
づ
く
良
き
も
の
を
残
し
、
次

の
時
代
に
伝
え
る
こ
と
は
、
今
の

時
代
に
生
き
、
生
活
す
る
私
た
ち

の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
選
定
で
篠
山
に

は
２
つ
の
重
伝
建
地
区
を
有
す
る

す
農
村
集
落
を
含
む
、
東
西
約

３
２
６
０
㍍
、南
北
約
４
６
０
㍍
、

面
積
約
25
・
２
㌶
で
す
。

　

今
回
の
選
定
で
は
、
西
京
街
道

沿
い
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

の
瓦
ぶ
き
民
家
と
か
や
ぶ
き
民
家

を
よ
く
残
す
、
宿
場
町
と
農
村
集

落
の
歴
史
的
風
致
を
今
日
に
よ
く

伝
え
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

篠
山
市
以
外
で
は
今
回
、
富
山

県
の「
高
岡
市
金
屋
町
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」、
石
川
県
の

「
金
沢
市
寺
町
台
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」、
岐
阜
県
の「
郡
上

市
郡
上
八
幡
北
町
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」も
重
伝
建
地
区
に

選
定
。
こ
れ
に
よ
り
、
重
伝
建
地福住地区まちづくり協議会会長

福住まちなみ保存会会長

山
や ま

取
ど り

 武
たけし

さん（安口）

　国の重伝建地区に選定されたことは、長年
にわたり取り組み、待ち望んでいたことだけ
に、感慨無量の思いです。また、福住の町並
みが大変高く評価されたことに、地域をあげ
て喜んでいます。教育委員会をはじめ多くの
関係者の皆さんに支援をいただいたおかげ
で、これから町並み保存を本格的に行うこと
ができます。
　今回の選定により、福住に来られる方も
これまで以上に増えることが予想されます。
10月に新聞などで発表されて以降、視察な
どで町並みを見に来られる方もありました。
このように、多くの方に訪れていただくこと
で、まちに活気が出て、福住地区全体が元気
になることを期待しています。
　重伝建地区の選定は一つの区切りで、これ
からが非常に大切です。この美しい町並みを
地域をあげてしっかり守っていくとともに、
福住の重伝建地区は東西に約3.3kmと長く、
来訪者のための大型バスの駐車場、公衆トイ
レの整備なども調整を進めていきたいと考
えています。また、増えてきている空き家の
対策や、自転車を活用した散策なども検討し
たいと考えています。

全国で９９番目  兵庫県  で４番目

福住地区が  国の重伝建地区に選定支援をいただいた
多くの皆さんに感謝

地 域 の 声

住吉神社の水無月祭
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篠山市福住伝統的建造  物群保存地区範囲図
所在地	 篠山市福住、川原、安口および
	 西野々の各一部
面　積	 約25.2ha

福
住
地
区
の
ま
ち
な
み

保
存
の
取
り
組
み
経
過

●
平
成
17
年
11
月

　

文
化
庁
調
査
官
に
よ
る
現
地
視

察
●
平
成
18
年

・
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
の
開
催

・
福
井
県
若
狭
町
熊
川
宿
、
南
丹

市
美
山
町
の
視
察

●
平
成
19
年

・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調

査
の
開
始

・
福
住
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
対
策
調
査
委
員
会
の
開
催

●
平
成
20
年　

・
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催

・
町
並
み
保
存
に
関
す
る
住
民
説

明
会
の
開
催

●
平
成
21
年

・
篠
山
市
福
住
地
区
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
対
策
調
査
報
告
書
の

作
成

・
福
住
ま
ち
な
み
選
定
準
備
委
員

会
の
開
催

・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制

度
の
住
民
説
明
会
の
開
催

・
町
並
み
保
存
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成

●
平
成
22
年

　

伝
統
的
建
造
物
の
特
定
同
意
集

約
の
開
始

●
平
成
23
年

　

保
存
計
画
素
案
検
討
・
作
成

●
平
成
24
年
２
月
３
日

　

篠
山
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
審
議
会
に
「
保
存
計

画
」
を
諮
問

●
平
成
24
年
３
月
29
日

　

篠
山
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
審
議
会
か
ら
「
保
存

地
区
の
範
囲
と
名
称
」
の
中
間

答
申
が
出
さ
れ
る

●
平
成
24
年
６
月
22
日

・
篠
山
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
保
存
審
議
会
か
ら
「
保
存

計
画
」
に
つ
い
て
答
申
が
出
さ

れ
る

・
篠
山
市
都
市
計
画
審
議
会
か
ら

篠
山
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
都
市
計
画
決
定
に
つ
い

て
答
申
が
出
さ
れ
る

●
平
成
24
年
７
月
19
日

　

篠
山
市
福
住
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
保
存
計
画
策
定

●
平
成
24
年
８
月
28
日

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
選
定
の
申
し
出
を
文
部
科
学

大
臣
に
行
う

●
平
成
24
年
９
月
17
日

　

文
化
審
議
会
専
門
調
査
会
が
現

地
調
査

●
平
成
24
年
10
月
19
日

　

文
化
審
議
会
が
文
部
科
学
大
臣

に
答
申

●
平
成
24
年
12
月
（
予
定
）

　

文
部
科
学
大
臣
が
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
の
告

示
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5

う
こ
と
そ
の
も
の
を
、
も
う
少
し
大
事
に

し
、
活
用
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後

も
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
学
生
同
士
あ
る

い
は
、
地
域
の
方
が
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
人
と
人
と
が
出
会
え
ば
必
ず

何
か
が
お
こ
る
。
大
に
ぎ
わ
い
の
会
場
を

見
な
が
ら
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

創
造
農
村
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

大
学
生
な
ど
に
よ
る
活
気
あ
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
続
き
、
創
造
農
村
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
創
造
的
な
地
域
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
先
進
地
の
皆
さ
ん
を
招
い
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
の
企
業
が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
構
え
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
徳
島
県

神
山
町
、
在
来
作
物
を
継
承
し
食
文
化
創

造
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
山
形
県
鶴
岡

市
、
林
業
を
中
心
と
し
た
村
の
再
生
策

「
百
年
の
森
構
想
」で
多
く
の
若
者
が
Ｉ
タ

ー
ン
し
た
岡
山
県
西
粟
倉
村
、
若
い
世
代

の
島
外
者
が
多
く
移
住
す
る
東
京
都
利
島

村
、
古
民
家
の
再
生
な
ど
を
き
っ
か
け
に

集
落
再
生
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法
人
ノ

オ
ト（
篠
山
市
）ら
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
地
域
で
も
、
過
疎
や
後
継
者

不
足
な
ど
の
課
題
を
見
つ
め
、
そ
こ
か
ら

地
域
の
資
源
を
う
ま
く
活
用
し
、
移
住
者

や
協
力
者
な
ど
の
外
部
の
力
を
借
り
て
成

功
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
づ
く
り
は
全
員
が
同
じ
方
向
を

向
い
た
時
に
大
き
な
力
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
、
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
人
な

大
学
生
に
よ
る
政
策
コ
ン
ペ

　

創
造
農
村
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
大
学
生
に

よ
る
コ
ン
ペ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

よ
り
よ
い
公
共
政
策
の
た
め
の
研
究
を

進
め
る
日
本
公
共
政
策
学
会
で
は
、
毎
年

学
生
コ
ン
ペ（
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
略

で
競
争
の
意
味
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
篠
山
市
を
会
場
に
17
大
学
の
22
グ
ル

―
プ
が
参
加
し「
地
域
の
再
生
～
創
造
的

な
ま
ち
づ
く
り
と
農
村
・
地
方
都
市
の
可

能
性
」の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
篠
山
な
ら
で

は
の
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、
篠
山
の
特
産
物
を
生
か
し
て
農
業
、

製
造
業
か
ら
商
業
へ
と
つ
な
が
り
を
も
た

せ
、
商
店
街
を
元
気
に
し
な
が
ら
雇
用
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
発
表

し
た
中
央
大
学
細
野
ゼ
ミ「
都
会
に
負
け

な
い
魅
力
づ
く
り
」で
し
た
。
緊
張
し
た

面
持
ち
で
し
た
が
、
学
生
ら
し
く
大
胆
な

発
想
で
展
開
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
市
民
セ

ン
タ
ー
が
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
ス
ー
ツ
姿

の
学
生
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
昔
、
篠
山
市
に
大
学
が
あ
っ
た
こ
ろ

は
こ
ん
な
様
子
が
よ
く
み
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

大
学
と
地
域
の
連
携

　

大
学
生
に
よ
る
気
迫
の
こ
も
っ
た
政
策

コ
ン
ペ
に
続
き
、
28
日
に
は
和
や
か
な
雰

囲
気
で
大
学
と
の
地
域
連
携
に
つ
い
て
考

え
る
丹
波
地
域
大
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

丹
波
地
域
に
は
大
学
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
神
戸
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
複

数
の
大
学
が
丹
波
地
域
内
に
拠
点
を
お
い

て
、地
域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
活
動
グ
ル
ー
プ
が
交
流
し
、

今
後
の
地
域
貢
献
の
方
向
性
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
毎
回
地
域
に
ち
な

ん
だ
ス
イ
ー
ツ
を
試
作
・
提
供
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
神
戸
大
学
農
学
研
究
科
附

属
食
資
源
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ

れ
て
い
る
ぶ
ど
う「
藤ふ

じ

稔み
の
り

」を
使
っ
た
バ
バ

ロ
ア
を
、「
さ
さ
ら
い
」（
日
置
）さ
ん
が
製

作
さ
れ
ま
し
た
。藤
稔
の
上
品
な
甘
さ
と
、

ピ
ン
ク
と
赤
の
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美

し
く
、
お
い
し
さ
を
彩
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
イ
ー
ツ
で
和
み
つ
つ
、
現
在
丹

波
地
域
で
活
動
し
て
い
る
４
つ
の
団
体

（
ユ
ー
ス
六り

く

篠そ
う

・
は
た
も
り
＝
神
戸
大
学
、

柏
原
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
関
西

学
院
大
学
、
丹
波
学
生
企
画
部
＝
関
西
大

学
）の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
が
10
人
程
度
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。「
い
ま
地
域
で

行
っ
て
い
る
活
動
は
本
当
に
地
域
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
い
っ
た

意
見
が
学
生
た
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た「
も
っ
と
地
域
が
大
学
を
利
用

し
よ
う
」と
い
う
意
見
が
地
元
側
か
ら
出

て
い
ま
し
た
。

　

地
域
・
大
学
と
も
に
抱
え
る
課
題
は
つ

き
ま
せ
ん
が
、
都
会
で
普
通
の
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
る
若
者
が
、
土
日
や
休
み
を

利
用
し
て
丹
波
地
域
に
訪
れ
て
い
る
と
い

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
場
と
な
っ
た
篠
山
市
民
セ

ン
タ
ー
内
で
は
里
山
弁
当
や
里
山
カ
レ
ー

な
ど
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

伝
統
工
芸
の
丹
波
木
綿
や
、
利
島
村
の
つ

ば
き
油
の
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
過

大
な
装
飾
が
な
く
ど
れ
も
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
し
た
。

篠
山
の
創
造

　

３
日
間
を
通
し
て
、
篠
山
に
お
け
る
創

造
と
は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
何
か
を
創

り
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
に

あ
る
も
の
を
大
事
に
し
て
い
く
、
シ
ン
プ

ル
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
を
ず
っ
と
守
り
続
け
て
い

く
に
は
、
普
通
に
生
活
す
る
市
民
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
創
造
の

芽
を
発
掘
す
る
外
部
の
目
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
創
造
農
村
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
創

造
農
村
と
し
て
の
篠
山
市
の
展
開
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
！

　創造都市（クリエーティブシティー）という言葉がありま
す。これは、都市の魅力、創造性に注目して、新たな都市戦略
をたてていこうというものです。
　農村漁村もまた、未来を切り開いていくための戦略が必要で
す。農村で営まれるあたりまえの生活、豊かな自然や暮らしの
なかにある創造性に目を向けて、農村漁村の未来を切り開く戦
略をたてていく、これが創造農村という考え方です。
　農村の創造の芽を大切に守り育て、100年後の農村の未来を
眺望する。そんなビッグプロジェクトがいま、篠山市で始まっ
ています。これまでにも、創造農村ワークショップと題し、篠
山市の創造性について考える会が４回開催されました。
　今回、創造農村について考える大きなイベントが10月27日
～29日の３日間にわたって篠山市民センターで行われましたの
で、その様子をレポートしてみたいと思います。

リポーター

布
ふ

施
せ

 未
み

恵
え

子
こ

さん
（福住）

篠山は創造の時代へ
創造農村フォーラムに参加して

各地の事例を紹介しながら創造的な地域づくりに
ついての議論が行われた創造農村ワークショップ 丹波地域で活動する大学生と地域が交流

コンペを制した中央大学の細野ゼミの皆さん 地域の再生をテーマに政策を発表する大学生
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5 問い合わせ
神戸大学篠山フィールドステーション　☎ 506-2366
企画課篠山に住もう帰ろう室	 ☎552-5106

六甲篠山でんしょばと

●市民プラザ出張窓口
と　き	 12月13日(木)
	 13:00～16:00

ところ　篠山市民プラザ(篠山市民センター内)
内　容　牧場の畜

ち く

糞
ふ ん

バイオマスに関する研究
紹介、今後のイベント案内

12 月の予定

篠山フィール
ド

ステーション

■「のらとも」に登録して、農村ボランティア
　を受け入れてみませんか？
　 先日、農 家 の
方から「農村ボラ
ンティアを定期
的に受け入れる
にはどうしたら
いいですか？」と
いうご質問を受
けまし た。 神 戸
大学農学研究科地域連携センターで運営に携わって
いる、農村ボランティアバンクKOBEには、農につ
いて学び、交流を楽しみながら農業を手伝う「ノラバ」
と呼ばれるボランティアに現在300人ほどの学生・
一般の方が登録しています。農家の皆さんは農家登
録して「のらとも」になると定植や収穫の農作業など
をボランティアにお願いする募集情報を流すことが
できます。ただ、ボランティアとはいえ、交通費の
支給があると、学生たちは篠山まで来やすいようで
す。少し人手が足りずにお困りの方、ぜひこの仕組
みをご活用ください。

　詳しくはホームページ（http://agri-design.jp/
noraba/）をご覧ください。
■農村マネジメント研究会に参加してみませんか？
　篠山市と神戸大学との連携協定が縁で、現在市
内から大学院に通う方がいます。そこで篠山フィー
ルドステーションでは「農村マネジメント研究会」に
skype（スカイプ：衛星中継）参加できるようにし
ています。農村の抱える課題や、それに対するさ
まざまな取り組みの事例を一緒に考えてみたいと
いう方は、ぜひご参加ください。隔週水曜日（11月
28日、12月12日・26日）の17:30 ～ 19:00に開催、
文献発表と事例発表を行います。
※参加ご希望の方は上記までお問い合わせください。

篠山鳳鳴高校軟式野球部が近畿大会に出場
　9 月から三木市で行われていた秋季県高校軟式野球大会で、篠山
鳳鳴高校の軟式野球部が９年ぶり・２度目の優勝を飾りました。選
手 9 人、マネージャー 2 人という少ない部員数でチーム一丸となっ
て勝ち進み、兵庫 13 校の頂点へ。11 月 9 日に京都で行われた近
畿大会 2 回戦では、龍谷大平安を８回まで無安打で抑えましたが、
９回裏に失点。悔しいサヨナラ負けとなりましたが、相手チームを上
回る５安打を放つなど力強いプレーで健闘しました。

丹波焼陶器まつりと物産市 (10月20・21日)

　丹波焼の窯元が立ち並ぶ今田で 35 回目となる「丹
波焼陶器まつりと物産市」が行われ、市内外から訪れ
た人でにぎわいました。陶器市の会場となった今田支
所では、約 40 軒の窯元が丹精込めて作り上げた焼き
物がずらりと並び、手ごろな値段で販売されました。陶
の郷ではお茶席や食べ物の屋台が登場し、丹波の水で
たてたお抹茶、篠山牛や地ビールなどを丹波焼の器で
提供。伝統ある丹波焼の器とこだわりの丹波の味覚の
共演を多くの人が楽しみました。また、同会場では豊岡
杞柳細工や播州織などの兵庫の伝統的工芸品を販売・
実演する「手しごと展」も開催されました。

伊
い

能
の う

忠
た だ

敬
た か

の足跡をたどるイベント (11月11日)

　江戸時代後期に全国を測量して日本地図を作ったことで知られる
伊能忠敬。忠敬測量日記に残る篠山での10日間の測量を後世に
伝えようと｢大山ふるさとウオーク｣が行われました。この日はあい
にくの雨模様、バスで伊能忠敬が測量したコースをたどり、歩測に
よる距離当てクイズ(写真)などを楽しみ、歴史を学びました。次回
は福住地区で12月9日(日)に開かれる予定です。詳しくは伊能忠
敬笹山領探索の会会長の加

か

賀
が

尾
お

宏
こ う

一
い ち

さん(☎552-2543)まで。

札幌ドームでの活躍に期待
　味間少年野球団の安

や す

井
い

勇
は や

人
と

さん・梶
か じ

谷
た に

武
た け

史
し

さん ( いずれも味間小
6 年生 ) が、プロ野球阪神タイガースのジュニアチームの選考会に参
加し、実技や実戦形式のテストで見事 18 人の選手に選ばれ、12 月
25日から札幌ドームで開かれるプロ野球 12 球団のジュニアカップトー
ナメントに参加します。現在は、味間少年野球団の練習に加え、強化
合宿や練習試合などに参加し猛練習中。｢試合に出てヒットを打ちた
い｣ と目標を聞かせてもらいました。

■問い合わせ　篠山に住もう帰ろう室  ☎552-5106
　　　　　　　篠山暮らし案内所  ☎552-4141

　モンゴルの移動式住居「ゲル」内で飲食や宿泊が
できる施設「オータニモンゴルの里」を草山温泉観
音湯の構内にオープンさせて 11 年。訪れた方とふ
れあい、モンゴルの文化を広めながら、家族ととも
に篠山で暮らしているスーチンドロンさん。1989
年に留学で日本にこられてから、大学時代はサーク
ル活動で文化交流をし、卒業後は関西初のモンゴル
料理店を大阪にオープンするなど、モンゴルの文化
を広めることに力を注いでこられました。
　そんなスーチンドロンさんがいま考えておられる
のは、篠山の良さを世界に向けて発信すること。外
国の人にも篠山を訪れてもらい、特に、外国の子ど
もたちにホームステイや農業体験などをしてもらい
たいと望んでおられます。「篠山の豊かな農村風景の
中で過ごすことは、子どもたちにとって一生心に残
る体験になる」と話され、篠山に今ある資源を活用
した観光の方法を国際的な視点で模索されています。

「始めないと始まらない」と、力強く篠山の未来を見
据えておられました。

篠
山
の
魅
力
を
世
界
へ

ス
ー
チ
ン
ド
ロ
ン
さ
ん
（
46
歳
）・〔
遠
方
〕
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5

　

篠
山
市
で
は
、
市
が
配
信
元
と
な
り
、

各
携
帯
会
社
が
提
供
す
る「
緊
急
速
報
エ

リ
ア
メ
ー
ル（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）」・「
緊
急

速
報
メ
ー
ル（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
）」の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
災
害
情

報
を
配
信
し
ま
す
。

①
市
内
に
い
る
だ
け
で
受
信
が
可
能

　

情
報
発
信
の
時
点
で
市
内
に
い
る
携

帯
電
話
利
用
者(

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ･
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ･

ソ
フ
ト
バ
ン
ク)

に
対
し
て
配
信
さ
れ

ま
す
の
で
、
市
民
だ
け
で
な
く
、
市
内
に

い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
受
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

従
業
員
の
方
の
個
人
住
民
税
は
、
特
別
徴

収
で
納
め
ま
し
ょ
う　

　

特
別
徴
収
と
は
、
従
業
員
の
方
の
給
与

か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き
し
、
事
業
主

の
方
が
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ
て
、毎
月
、

市
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
お
よ
び
市
の

条
例
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
行

う
す
べ
て
の
事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
方

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
別
徴
収

が
不
要
な
ケ
ー
ス
は
法
令
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
例
え
ば
、
事
業
主
の
方
の
希
望
に

応
じ
て
特
別
徴
収
を
行
う
・
行
わ
な
い
を

決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
ま
た
は
、
丹
波

県
民
局
丹
波
県
税
事
務
所
☎
０
７
９
５

‐
７
３
‐
３
７
４
６
ま
で

従
業
員
の
方
に
も
便
利
な
特
別
徴
収

○
年
４
回
納
め
る
普
通
徴
収
に
比

べ
、
毎
月
の
給
与
天
引
き（
年
12

回
払
い
）に
な
る
の
で
１
回
当
た

り
の
納
税
額
が
少
な
く
て
済
む

○
直
接
金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が

な
く
な
る

○
納
付
忘
れ
を
防
ぐ

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

納
期
限
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

納
税
に
困
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
を

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
強

い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
ご
く
わ
ず

か
で
す
。
こ
の
短
時
間
の
間
に
あ
わ
て
ず

に
身
を
守
る
行
動
を
と
る
た
め
に
、
訓
練

で
実
際
に
行
動
し
て
み
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
、
Ｊ

ジ
ェ
イ

‐・

Ａア

ラ

ー

ト

ｌ
ｅ
ｒ
ｔ（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）を
使
っ
て
緊
急
地
震
速

報
が
発
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
篠
山
市
で
は

自
動
的
に
防
災
行
政
無
線
が
立
ち
上
が

り
、
放
送
が
流
れ
ま
す
。

②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
不
要

　

篠
山
市
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
用
い
ず
に
、
市
内
の
携
帯
電
話
利
用
者

に
対
し
配
信
し
ま
す
。
通
信
料
や
月
額
使

用
料
は
無
料
で
す
。

③
複
雑
な
操
作
な
し
で
受
信
が
可
能

　

受
信
す
る
と
、
専
用
着
信
音
と
共
に
、

自
動
的
に
携
帯
電
話
の
画
面
に
情
報
が
表

示
さ
れ
ま
す
。 

④
配
信
内
容

　

多
く
の
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
緊

急
性
が
高
い
と
判
断
す
る
場
合
に「
避
難

防
災
行
政
無
線
の
放
送
試
験

と　

き　

12
月
3
日（
月
）10
時
15
分
ご
ろ

放
送
さ
れ
る
区
域　

多
紀
有
線
放
送（
福

住
・
村
雲
・
大
芋
地
区
）お
よ
び
篠
山
丹

南
防
災
行
政
無
線（
篠
山
・
八
上
・
畑
・

城
北
・
岡
野
・
日
置
・
雲
部
・
大
山
・
味

間
・
城
南
・
古
市
地
区
で
防
災
ラ
ジ
オ
を

お
持
ち
の
世
帯
、
後
川
地
区
全
世
帯
）

　

放
送
が
聞
こ
え
た
ら
、
ぜ
ひ
避
難
行
動

（
机
の
下
に
も
ぐ
る
な
ど
）を
と
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

準
備
情
報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」「
そ

の
他
緊
急
情
報
」を
配
信
し
ま
す
。

⑤
ご
利
用
方
法

　

受
信
す
る
に
は
、
対
応
し
て
い
る
携
帯

電
話
で
、
か
つ
受
信
設
定
が「
Ｏ
Ｎ
」に
設

定
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前

申
し
込
み
な
ど
は
不
要
で
す
。

※
携
帯
電
話
購
入
時
に
、受
信
設
定
が「
Ｏ

Ｎ
」に
設
定
さ
れ
て
い
る
機
種
も
あ
り

ま
す
。
お
使
い
の
携
帯
電
話
が
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
し
て
い
る
か
は
、
各
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
最
寄
り
の
携
帯

シ
ョ
ッ
プ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
催
告
を

強
化
し
ま
す

　

市
で
は
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た

め
に
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
催

告
を
強
化
し
ま
す
。

職
員
に
よ
る
一
斉
徴
収
を
実
施
し
ま
す

　
「
滞
納
を
増
や
さ
な
い
！
許
さ
な
い
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
一
斉
訪
問
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。
未

納
者
宅
を
訪
問
し
、
納
税
催
告
と
徴
収
を

行
い
、
う
っ
か
り
納
付
忘
れ
の
防
止
や
納

期
内
納
付
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

期　

間　

第
1
次
＝
12
月
～
平
成
25
年
2

月
、
第
2
次
＝
平
成
25
年
4
月
～
5
月

※
第
1
次
と
2
次
の
2
回
実
施
し
ま
す
。

引
き
続
き
、「
納
税
推
進
セ
ン
タ
ー
」に

よ
る
電
話
催
告
を
実
施
し
ま
す

　

7
月
1
日
か
ら
収
税
課
内
に
設
置
し
ま

し
た「
篠
山
市
納
税
推
進
セ
ン
タ
ー
」よ

り
、
電
話
に
よ
る
催
告
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
電
話
催
告
を
行

い
、
税
金
の
未
納
が
発
生
し
た
早
期
の
段

階
で
納
税
の
呼
び
掛
け
を
行
い
、
納
付
忘

れ
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

収
税
課
ま
で

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
は
米
国
で
は「
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」と
呼
ば
れ
、
シ
ン
プ

ル
で
す
が
重
要
な「
安
全
行
動
の
１-

２

-

３
」を
と
り
ま
す
。
①「
Ｄド

ロ

ッ

プ

ｒ
ｏ
ｐ（
姿

勢
を
低
く
！
）」、
②「
Ｃ

カ

バ

ー

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ（
頭
・

体
を
守
っ
て
！
）」、
③「
Ｈホ

ー

ル

ド

ｏ
ｌ
ｄ　

Ｏオ

ｎン

（
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
じ
っ
と
し

て
！
）」の
３
つ
で
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
災
害
情
報
配
信
に
つ
い
て

防
災	

　

問
い
合
わ
せ　

市
民
安
全
課
（
☎
５
５
２
‐
５
１
１
７
）

納
税
に
つ
い
て
の
お
願
い

税	

　

問
い
合
わ
せ　

課
税
課
（
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６
）
／
収
税
課
（
☎
５
５
２
‐
６
９
２
７
）

緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
放
送
試
験
の
お
知
ら
せ

エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

環
境
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

　

篠
山
環
境
み
ら
い
会
議（
田た

井い

彰あ
き

人と

会
長
）で
は
、
８
月
中
旬
か
ら
９
月
中

旬
に
か
け
て
、
市
民
の
方
を
対
象
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
原
子
力
発
電

の
依
存
度
、
自
然
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
率
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
、
こ
れ
か
ら
の
篠
山
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

活
動
の
参
考
資
料
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
調
査
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
環
境
課
の
窓
口
、
中
央
図
書

館
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
篠
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
に
つ
い
て（
回
答
数
の
多
か
っ
た

順
）】

１
太
陽
光
や
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用

２
間
伐
材
な
ど
の
森
林
資
源
の
利
用

３
廃
棄
物（
ご
み
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
※
送
付
部
数
２
０
０
０
通（
無
作
為
抽

出
）、
回
答
数
６
０
０
通
、
回
答
率

30
％
。

原子力発電の依存度

上げる
そのまま
下げる
ゼロにする
無回答

2%
10%14%

37%37%

地域のエネルギー自給率

上げる
そのまま
下げる
ゼロにする
無回答

60%

13%

21%

5%
0.5%

自然エネルギーや再生可能エネルギー使用率

上げる
そのまま
下げる
ゼロにする
無回答

75%

14%
2%
1%

8%

特別徴収の方法による納税のしくみ

市役所 事業所 給与所得者

②税額の計算
①給与支払報告書の提出
　（1月31日まで）

③特別徴収税額の通知
　（5月31日まで）

⑥税額の納入
　（翌月10日まで）

④特別徴収税額の通知
　（5月31日まで）

⑤給与の支払いの際、
　税額を徴収

（6月から翌年5月まで毎月）
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5

ごみステーション

①集める

②清掃センターで
　異物を取り除く

③ベール （回収されたプラス
　チックの容器包装を集めて
　ひと固まりにしたもの）
　にして保管

倉庫などで運搬に使われるパ
レット、駐車場で使われる車
止め、プランター（植木鉢）、
道端のポール、べランダの
デッキ、花壇や土木工事など
に使われる棒杭など

①異物などを取り除く
②細かくくだく・溶かす
③ペレットなどに加工

①分ける
・食べ終わったパンの袋
・シャンプーの容器、  レジ袋など

②別にする
中身が残っていたり、簡単に汚れが落
ちないものを別にする

家庭で

リサイクル
する工場で

市町村で

新しいものに生まれ変わる

国
民
健
康
保
険　
　

	

問
い
合
わ
せ　
　

医
療
保
険
課
（
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３
）

消
費
生
活
情
報　
　

	

問
い
合
わ
せ　
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
課
内
）（
☎
５
５
２
‐
１
１
８
６
）

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

買
え
買
え
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

前
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
各
世
帯
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
保
険

証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
証
は
、

12
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
期

限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
医
療
保
険
課
ま

た
は
各
支
所
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

紛
失
・
破
損
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

保
険
証
に
は
大
事
な
個
人
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
証
を
な
く
さ
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

転
居
や
他
の
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は

　

住
所
変
更
や
世
帯
主
の
変
更
、
国
民

健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退（
喪
失
）な
ど

の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

資
格
取
得
の
事
由
が
発
生
し
た
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

保
険
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
国
民

健
康
保
険
は
保
険
税
を
み
ん
な
で
納
め
る

こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

○
督
促
を
受
け
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
た
り
し
ま
す

○
有
効
期
間
が
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

○「
被
保
険
者
資
格
証
明
書(

国
民
健
康
保

険
の
資
格
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
証
明

す
る
保
険
証)

」が
交
付
さ
れ
、
医
療
費

が
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

○
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
震
災
や
風
水
害
な
ど
、
政
令
で
定
め
ら

れ
た
特
別
な
事
情
な
ど
で
保
険
税
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
「
買
え
買
え
詐
欺
」と
呼
ば
れ
る
、
詐
欺

的
な
も
う
け
話
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
高

齢
者
を
中
心
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
よ

り
）。

　

手
口
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
話
は
、
市
内
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
耳
を
貸
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
な
が
れ

ご
み	

　

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３
）
／
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４
）

原
子
力
災
害
対
策
検
討
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た

市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
７

　

10
月
24
日
、
第
１
回
の
篠
山
市
原
子

力
災
害
対
策
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

篠
山
市
で
は
東
日
本
大
震
災
の
福
島

原
発
の
事
故
を
教
訓
に
、
福
井
県
に
集

積
す
る
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
起
き

た
場
合
を
想
定
し
た
防
災
対
策
を
検
討

す
る
た
め
、
専
門
家
・
関
係
団
体
・
原

子
力
事
故
に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、
原
子
力
災
害
対
策
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
の
一
般
市
民
の
公
募
に

は
、
６
人
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
、
こ

の
件
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心

の
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

国
や
県
の
防
災
対
策
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
篠
山
市
独
自
の
対
策
も
検

討
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
早
急

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①Ａ社から権利に関するパンフレ
ットや申込書が送付される

②Ｂ社から｢Ａ社が販売する権利を
購入すれば、高値で買い取る｣と
の電話勧誘がある

③消費者はＡ社に通信販売で権利
の購入を申し込む(代金を払う)

④Ａ社、Ｂ社ともに最終的には連
絡が取れなくなり、権利証券も
どきだけが消費者の手元に残る

Ｂ社 消費者

消費者
FAXなど

A社

権利を買い取る

購入申込

家
庭
で

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
を

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。
付
着
物
に
よ
り

汚
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
燃
え

る
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で

　

家
庭
か
ら
出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
や
包
装
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
回

収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包

装
の
中
か
ら
異
物
を
取
り
除
き
、
圧
縮

梱
包（
ベ
ー
ル
）し
て
保
管
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で

　

市
か
ら
引
き
取
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
容
器
や
包
装
の
ベ
ー
ル
に
、
異
物

の
除
去
・
洗
浄
・
破
砕
の
処
理
を
し
、

も
う
一
度
、
原
材
料
な
ど
と
し
て
使
用

で
き
る
製
品
を
つ
く
り
ま
す
。
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平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
受
け
付
け
を
始
め
ま
す 

　

平
成
25
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保

育
）の
入
所
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
始

め
ま
す
。
現
在
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
さ
れ
る
場
合
も
新
た

に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
と
は

　

放
課
後
、
家
庭
に
お
い
て
保
護
者
な
ど

の
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童

を
預
か
り
、
生
活
の
場
を
確
保
し
、
仲
間

づ
く
り
や
生
活
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
児

童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
3
日（
月
）～
25
日（
火
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

※
長
期
休
業
日
の
み
の
利
用（
春
休
み
・

夏
休
み
な
ど
）の
方
も
、
受
付
期
間
内

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所

○
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課

○
市
役
所
各
支
所

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
入
所
申
込
書

○
家
庭
の
状
況（
家
庭
の
状
況
を
記
入
す

る
書
類
）

○
就
労
証
明
書
な
ど
、
放
課
後
児
童
を
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類（
同
居
す
る
家
族
全
員
分
が
必
要
）

○
入
所
申
込
書
な
ど
は
、
市
役
所
こ
ど
も

未
来
課
・
各
支
所
・
各
児
童
ク
ラ
ブ
に

あ
り
ま
す

そ
の
他

○
利
用
料
の
納
入
は
、
原
則
口
座
振
替
で

す
の
で
、
入
所
承
諾
決
定
後
速
や
か
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す（
平
成
24
年

度
に
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
方

は
手
続
き
不
要
で
す
）

○
市
内
に
本
店
・
支
店
が
あ
る
金
融
機
関

を
ご
指
定
く
だ
さ
い（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
）

○
城
北
畑
小
学
校
の
児
童
は
、
通
年
利
用

の
場
合
、
富
山
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
と

な
り
ま
す

人 権
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育　
　

	

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
５
５
２
‐
１
１
１
５
）

平
成
25
年
度
保
育
園
の
入
園
受
け
付
け
を
始
め
ま
す

平
成
25
年
度
幼
稚
園
の
入
園
受
け
付
け
を
始
め
ま
す

保
育
園
と
は

　
「
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
」児
童
を

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
児
童
福
祉

施
設
で
す
。
申
込
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
３
日（
月
）～
25
日（
火
）　

※
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
。

受
付
場
所

○
市
内
各
保
育
園（
た
か
し
ろ
・
城
東
・

に
し
き
・
味
間
・
今
田
・
さ
さ
や
ま
・

富
山
）

○
市
役
所
各
支
所

○
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
入
所
申
込
書

○
健
康
保
険
証
の
写
し（
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合
）ま
た
は
、

就
労
証
明
書
な
ど
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
65
歳
未

満
の
同
居
す
る
家
族
全
員
分
が
必
要
）

○
平
成
24
年
分
所
得
税
の
源
泉
徴
収
票
の

写
し（
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
で
、
源
泉
徴
収
票
の
所
得

税
が
非
課
税
の
方
は
、
平
成
24
年
度
市

町
村
民
税
課
税
証
明
書
が
必
要
）

※
受
付
期
間
中
に
源
泉
徴
収
票
の
写
し
が

提
出
で
き
な
い
方
は
、
後
日
申
し
込
み

さ
れ
た
所
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は

確
定
申
告
後
、
申
告
書
の
写
し
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

○
公
立
た
か
し
ろ
・
城
東
・
に
し
き
・
味

間
・
今
田
保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
対

象
者
は
0
～
3
歳
児
、
私
立
さ
さ
や

ま
・
富
山
保
育
園
は
0
～
5
歳
児

○
年
度
途
中
に
入
園
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
も
上
記
の
期
間
に
入
園
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い（
年
度
途
中
に
申
し

込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、
希
望
の
と
お
り

入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

○
す
で
に
保
育
園
に
在
園
し
、
継
続
し
て

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
入
所
申
し
込
み

の
手
続
き
は
不
要
で
す

○
保
育
料
な
ど
の
納
入
は
、
原
則
口
座
振

替
で
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す（
平
成
24
年
度
に
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
て
い
た
方
は
、
手
続
き
不
要
で

す
）

幼
稚
園
と
は

　

学
校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
学
校
で

す
。
入
園
か
ら
卒
園
ま
で
年
間
を
通
し
た

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
園
要
件

市
内
在
住
の
４
歳
・
５
歳
児（
平
成
19
年

4
月
2
日
～
平
成
21
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

受
付
期
間

12
月
３
日(

月)

～
14
日(

金
）　

※
土
・

日
曜
日
を
除
く
。

申
し
込
み
方
法

　

該
当
の
ご
家
庭
に
送
付
し
ま
す｢
入
園

願｣

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、

市
内
各
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
4
歳
児
と
し
て
す
で
に
通
園
さ
れ
て
い

る
場
合
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
11

月
１
日
以
降
に
市
内
へ
転
入
さ
れ
た

場
合
に
も
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
さ

れ
る
方
は
右
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
味
間
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
す
み
よ
し

園
と
お
と
わ
園
の
い
ず
れ
か
を
希
望

で
き
ま
す
。

預
か
り
保
育
に
つ
い
て

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
保
育
で
き
な
い

園
児
を
対
象
に
実
施
す
る
、
幼
稚
園
教
育

時
間
終
了
後
に
行
う
教
育
活
動
で
す
。
八

上
・
か
や
の
み
・
た
き
・
西
紀
み
な
み
・

西
紀
き
た
・
大
山
・
味
間
・
城
南
・
古
市
・

今
田
幼
稚
園
の
通
園
区
域
の
方
に
は
、
預

か
り
保
育
の
申
込
書
も
同
封
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
幼
稚
園
入
園
願
と
と
も

に
預
か
り
保
育
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
在
預
か
り
保
育
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
で
、
継
続
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合

も
、
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

右
記
ま
た
は
各
幼
稚
園
ま
で

第64回人権週間（12月4日～ 10日）

　人権擁護委員は、自由人権思想の普及・高揚
を目的として、さまざまな啓発活動を行ってい
ます。この度、10月１日付けで赤

あ か

松
ま つ

善
ぜ ん

彰
しょう

さん（今
田町木津）が、前回に引き続き法務大臣から人権
擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、基本的人権を擁護するため、
さまざまな啓発活動や人権相談などを行ってい
ます。人権問題（差別、うわさ、いやがらせ、い
じめなど）や家庭不和、近隣とのもめ事などでお
悩みの方は、お気軽にご相談ください。相談は
無料で、秘密は固く守ります。
　人権相談は毎週行われています(P25相談・診
療・検診に掲載)。

問い合わせ　神戸地方法務局柏原支局☎0795-
72-0176

　「世界人権宣言」は、基本的人権および自由を尊
重し確保するために、世界の全ての国々が達成す
べき共通の基準として、昭和23年（1948年）12
月10日の第3回国連総会において採択され、本年
で採択64周年を迎え、採択日の12月10日を「人
権デー」と定めています。
　法務省、全国人権擁護委員連合会では毎年、人
権デーを最終日とする1週間を「人権週間」と定
め、人権尊重思想の普及高揚に努めています。
　平成24年度啓発重点目標は「みんなで築こう人
権の世紀　～考えよう　相手の気持ち　育てよう
思いやりの心～」です。

問い合わせ　人権推進課☎552-6926

人権擁護委員が再任されました
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5

　山道などを散策していると、茎は細くて紫色を帯び、つるになってもの
に絡んでいるリンドウをよく見かけます。これがツルリンドウです。葉は
長い三角形で、先端は長くとがり、基部はやや心形となっています。無毛
で、裏面は淡緑色で紫色を帯びることが多く、花期は８～ 10月。筒状鐘形
の先が５つに分かれた淡紫色の花を葉の脇にふつう１個つけます。果実（液
果）は紅紫色の球形で、柄は花後長く伸びて残っている花より突き出ます。
　花の咲いている時よりも、11月の赤い実の方がよく目につきます。北海
道～九州に分布しており、ツルリンドウ属は東アジア、インドに数種あり
ますが、日本は１種のみです。

篠山自然の会副代表　谷
たに

口
ぐち

次
つぎ

男
お

さんの協力

ふるさとの貴重な動植物  ツルリンドウ（リンドウ科）

市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
18
人
・
３
団
体
を
表
彰

平
成
24
年
度
篠
山
市
功
労
者
表
彰　

	

　

問
い
合
わ
せ　

秘　

書　

課
（
☎
５
５
２
‐
５
１
０
９
）

　

篠
山
市
で
は
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
讃た

た

え
る
、
平
成
24
年
度「
篠
山
市
功
労
者
表
彰
式
」を
11
月
３
日
、
丹
南
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
自
治
・
福
祉
な

ど
の
分
野
か
ら
18
人
と
３
団
体
で
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 (

敬
称
略)

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
西
紀
運
動
公
園 

　

平
成
23
年
度
の
決
算
で
は
、
篠
山
市
の
実
質
公
債
費
比
率（
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
の
割
合
）が
22
・
７

％
と
、
淡
路
市
と
並
ん
で
県
内
で
最
も
悪
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
は
こ
れ
か
ら
２
年
く
ら
い

は
ま
だ
悪
く
な
り
ま
す
が
、
平
成
20
年
に
策
定
し
た「
篠
山
再
生
計
画
」ど
お
り
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
篠
山
再
生
計
画
で
、「
経
費
の
か
か
ら
な
い
運
営
方
法
を
見
い
出
す
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
休
館

も
や
む
を
得
な
い
」と
し
て
い
た
、
二
つ
の
施
設
が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
合
併
直
後

の
立
派
な
施
設
で
、そ
の
維
持
に
苦
労
し
て
い
る
の
で
す
が
、ぜ
ひ
、ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今月の
こ ん に ち は 市 長 室
　市長が直接市民の皆さんとお出会い
し、市政に対してのご意見やご要望をお
聴きする場として、毎月10日(祝日の場合
は翌開庁日)に行っています。
と　き	 12月10日(月)13:00～16:00
ところ	 本庁舎・市長室
問い合わせ　秘書課☎552-5109

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

昨
年
の
12
月
末
か
ら
休
館
中
で

し
た
が
、
新
し
い
指
定
管
理
候
補

者
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

正
式
に
は
12
月
の
市
議
会
で
議

決
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

新
し
い
事
業
者
は
、
株
式
会
社

ド
リ
ー
ム
ア
ウ
ェ
イ
と
地
域
の
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
ク
ラ
ブ
の
共
同
運
営

で
、
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
も
参
画

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

地
域
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
人
形
劇
の
上
演
、
さ
ら
に
市

内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
な

ど
を
訪
問
す
る
計
画
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

施
設
の
指
定
管
理
料
は
年
額

１
２
０
０
万
円
で
、
長
期
休
暇
以

外
の
平
日
や
冬
期
は
休
館
と
す
る

な
ど
可
能
な
か
ぎ
り
の
人
件
費
な

ど
の
経
費
節
減
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ド
リ
ー
ム
ア
ウ
ェ
イ
の
吉よ

し

田だ

真ま

知ち

子こ

さ
ん
は
、
歌
声
喫
茶
の
よ
う

な
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち
に
歌
や

楽
器
も
教
え
る
こ
と
も
し
た
い
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
人
形
劇
団

ク
ラ
ル
テ
は
、
昨
年
、
田
園
交
響

ホ
ー
ル
で
の
公
演
を
見
ま
し
た

が
、
大
変
楽
し
く
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
と
思
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ク
ラ
ブ
の
代
表
・
垣か

き

内う
ち

敬け
い

西
紀
運
動
公
園

　

現
在
の
指
定
管
理
者
、
有

限
会
社
古
杉
企
画
が
、
年
額

１
８
０
０
万
円
で
頑
張
っ
て
き
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
経
営

難
か
ら
撤
退
の
申
し
入
れ
を
さ

れ
、
な
ん
と
か
、
こ
の
12
月
ま
で

は
営
業
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
来
年
１
月
か
ら
休
館
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
11
月
か
ら
新
た
な

管
理
者
を
募
集
し
、
来
年
４
月
か

ら
の
再
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
別
々
の

運
営
や
、
職
員
配
置
を
緩
和
し
た

り
、
施
設
の
命
名
権
を
付
与
し
た

り
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
事
業
者

が
応
募
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
、
介
護
予

防
に
役
立
つ
施
設
と
し
て
存
続

し
、
そ
し
て
利
用
者
も
増
え
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

造ぞ
う

さ
ん
は
、
何
と
か
こ
の
チ
ル
ミ

ュ
ー
を
残
し
た
い
と
い
う
熱
い
志

高
く
、
館
長
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　

よ
い
提
案
が
出
さ
れ
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。

自
治
功
労

▼
植う

え

野の

良よ
し

治は
る(

中
野)

＝
市
議
会
議
員
と
し

て
▼
市い

ち

野の

忠た
だ

志し(

今
田
町
上
立
杭)

＝
市
議

会
議
員
と
し
て
▼
西に

し

田だ

直な
お

勝か
つ(

畑
宮)

＝
市

議
会
議
員
と
し
て
▼
細ほ

そ

山や
ま

明あ
き
ら(

山
田)

＝
自

治
会
長
と
し
て
▼
赤あ

か

松ま
つ

一か
ず

也や(

福
住)

＝
自

治
会
長
と
し
て
▼
西に

し

村む
ら

敏と
し

雄お(

下
原
山)

＝

自
治
会
長
と
し
て
▼
篠
山
市
姉
妹
都
市
委

員
会
＝
国
際
交
流
活
動
に
取
り
組
ん
だ
と

し
て福

祉
功
労

▼
山や

ま

鳥ど
り

嘉よ
し

彦ひ
こ(

福
住)

＝
医
師
会
役
員
と
し

て産
業
功
労

▼
小お

島じ
ま

琢た
く

彌や(

小
多
田)

＝
篠
山
市
農
業
生

産
組
合
協
議
会
役
員
と
し
て

教
育
功
労

▼
乾い

ぬ
い

由よ
し

明あ
き(

西
宮
市)

＝
篠
山
市
展
特
別
審

査
員
と
し
て
▼
丸ま

る

尾お

雅ま
さ

弘ひ
ろ(

河
原
町)

＝
学

校
医
と
し
て
▼
久く

下げ

久ひ
さ

香か(

下
板
井)

＝
篠

山
少
年
補
導
員
と
し
て
▼
畑は

た

久ひ
さ

子こ(

奥
畑)

＝
篠
山
少
年
補
導
員
と
し
て
▼
篠
山
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
会
＝
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て

ふ
る
さ
と
功
労

▼
西に

し

垣が
き

吉よ
し

春は
る(

京
都
市)

＝
丹
波
篠
山
ビ
デ

オ
大
賞
審
査
委
員
長
と
し
て
▼
ち
め
い
ど

＝
忘
れ
な
い
３
・
11
実
行
委
員
長
と
し
て

寄
付
功
労

▼
小お

嶋じ
ま

一か
ず

滿み
つ(
大
阪
市)

▼
前ま

え

田だ

正ま
さ

憲の
り(

大

沢)

▼
河か

わ

合い

雅ま
さ

雄を(
乾
新
町)

▼
西に

し

羅ら

久ひ
さ

子こ(

大
熊)

▼
清し

水み
ず

一か
ず

雄お(
小
多
田)



楽しんで！

動いて！集
っ
て
！

「介護予防」は

保健・福祉の　総合情報発信
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5

禁煙するとこんないいことが
○酸素欠乏から開放され、体力アップ
○血の流れがよくなり、お肌がつやつやに
○せきやたんが出なくなる　など
個別相談の内容
○保健師によるたばこの個別相談
○健康チェック(体重・血圧測定)
○呼気中一酸化炭素濃度測定
○尿中ニコチン濃度測定
○禁煙をチャレンジされる方には継続的に禁煙をサ

ポート
※個別相談は随時受け
　付けていますのでお
　気軽にお申し込みく
　ださい。

申し込み・問い合わせ　健康課☎594-1117

認知症ミニ情報！
認知症を引き起こすさまざまな病気
　脳の細胞が大量に死ぬことで認知症が始まる
と言われていますが、その原因は一つだけでは
ありません。よく知られている「アルツハイマー
型認知症」「脳血管性認知症」の他、頭部外傷や脳
腫瘍、ビタミン欠乏症やアルコール中毒など数
種類あるといわれています。これらの中には、
治療により認知症状が改善したり、無くなった
りすることもあります。また、認知症状を悪化
させない薬も多く開発されているので、早期受
診をお勧めします。
※10月末までの認知症サ

ポーター数4,872人
　（目標まで128人）。
問い合わせ
地域福祉課☎552-5346

篠山市配食サービス事業
　65歳以上のひとり暮らしや高齢者のみの世帯の方
などの自宅へ、栄養士が提案したバランスのとれた
食事を有料でお届けします。
　健康的な食生活のお手伝いと同時に、宅配時に安
否確認を図る、見守りを目的とした事業です。
対象者　市内在住で、次のいずれかに該当される方
　①65歳以上のひとり暮らしまたは高齢者世帯
　②障害者手帳を有する方
　③要支援・要介護認定を受けている方
　④障がい者の方と65歳以上の方のみの世帯
配達日　毎週金曜日（祝日および年末年始を除く）
　　　　の11:00 ～ 12:30
利用料金　１食当たり500円
※一定以下の所得の方は、申請により1食350円に

利用料金を減額することができます。詳しくはお
問い合わせください。

申し込み・問い合わせ　地域福祉課☎552-5346

精神障害者家族相談会
　精神に障がいのある方のご家族を対象に相談会を
行います。兵庫県から委嘱を受けた精神障害者相談
員が、ご家族からの相談をお受けします。
と　き　12月10日(月)13:30 ～　※要予約。
ところ　障害者総合支援センタースマイルささやま
申し込み・問い合わせ　地域福祉課☎552-7102

戦没者遺児による 
慰霊友好親善事業の参加者募集

　この事業は、先の大戦で父などを亡くした戦没者
の遺児を対象として、戦没した旧戦域を訪れ、慰霊
追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善を図
ることを目的に、厚生労働省の補助を受け実施して
います。
参加費　90,000円
※日程や実施地域(旧満州、旧ソ連他）などの詳細は、
（財）日本遺族会事務局☎03-3261-5521、お申し
込みは兵庫県遺族会☎078-341-2952へお願いし
ます。

問い合わせ　福祉総務課☎552-7101

権利擁護専門相談会
　「最近、物忘れがひどくなってきて、お金の管理
や財産管理に自信がなくなってきた…」「訪問販売な
どの悪徳商法の被害が心配…」「成年後見制度の申し
立てをしたいが、制度の内容や書類の書き方が分か
らず不安…」
　こんな悩みや不安をお持ちの方や、そのご家族の
方、法律や福祉の専門家に相談してみませんか。
と　き　12月20日(木)13:30 ～ 15:30
ところ　市役所第２庁舎　
内　容　高齢者、障がい者の権利擁護支援ニーズ(経
済的問題、成年後見、多重債務、消費者被害、生活
困窮など)に関する相談　※相談は無料(要予約)。
相談員　司法書士および社会福祉士
申し込み・問い合わせ　地域福祉課☎552-5346

高齢者こころの相談(認知症などの相談)
　もしかして認知症？と思ったら、気軽にご相談く
ださい。病気のことや介護のこと、認知症の方への
接し方など、専門医が相談をお受けします。
と　き　12月21日(金)13:30 ～ 16:30　
ところ　市役所第２庁舎　※要予約。
申し込み・問い合わせ　地域福祉課☎552-5346

　喫煙は、肺がんなどの多くのがん、虚血性心疾患
や脳梗塞などの循環器疾患、慢性閉

へ い

塞
そ く

性肺疾患、消
化性潰瘍などのさまざまな病気の原因といわれてい
ます。また、メタボリックシンドロームで喫煙して
いる人は、脳梗塞や虚血性心筋梗塞のリスクが著し
く高くなります。
　たばこが値上がりした今、禁煙をスタートさせる
いい機会ではないでしょうか。「たばこをやめたい」

「今度こそ禁煙しよう」と思っている皆さん、禁煙で
きないのは意思が弱いからではありません。喫煙は

「ニコチン依存症」という病気です。意思が強い弱い
の問題ではないのです。「やめ方が分からない」「やめ
たら太る」などとあきらめないでください。
　たばこをやめようと考えていることが禁煙への大
切な一歩です。自分ひとりで苦しいチャレンジをす
るよりも、科学的に証明された禁煙のノウハウを知
ることで、禁煙への道が開けます。
　健康課では、できれば禁煙したいと思っている「あ
なた」の禁煙チャレンジをサポートします！

受動喫煙防止の輪を広げよう！

今こそ禁煙！！～たばこの個別相談～

あなたの禁煙チャレンジを
サポートします！

　たばこの煙は、喫煙者本人だけでなく、周りの
人の健康にも影響を与えます。

「受動喫煙」ってなに？
　受動喫煙とは「自分の意思に関係なく、他人の
たばこの煙を吸わされる」ことです。

喫煙される方へ
　自分の体のために「禁煙」を、家族やみんなのた
めに「受動喫煙の防止」にご協力をお願いします。
たばこを吸わない方へ
　自分の体とお子さんの健康を守るために、受動
喫煙防止の輪を広げましょう!!
※兵庫県では受動喫煙の防止等に関する条例が

制定され、平成25年4月1日から施行されます。

★副流煙に含まれる有害物質★
たばこの煙には多くの有害物質が含まれますが、
特に副流煙には、主流煙よりも数倍～数十倍多
く含まれています。

『副流煙』
たばこの先端から
立ちのぼる煙

『主流煙』
たばこを吸う人が
直接吸い込む煙
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▲

5

【
種
別
】
市
指
定
文
化
財
（
工
芸
品
）

　

懸
仏
と
は
、
鏡
板
や
銅
板
に

仏
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
な
ど

し
て
、
信
仰
の
対
象
と
し
た
も

の
で
す
。
波ほ

ほ々

伯か

部べ

神
社
の
懸

仏
は
室
町
時
代
の
も
の
で
、
神

仏
分
離
以
前
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た

薬
師
如
来
と
脇

き
ょ
う

侍じ

の
日に

っ

光こ
う

菩
薩
、

月が
っ

光こ
う

菩
薩
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

薬
師
如
来
坐
像
、
月
光
菩
薩
に

は
、
紀
年
銘
と
願
主
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
代
、
願

主
の
わ
か
る
懸
仏
と
し
て
、
史

料
的
価
値
が
高
い
も
の
で
す
。

文化財探訪

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

畑
小
学
校
・
城
北
小
学
校
で
航
空
写
真
を
撮
影

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
25
日
、
今
年

度
を
も
っ
て
閉
校
す
る
畑
小
学
校
と
城

北
小
学
校
に
お
い
て
、「
１
３
９
年
間
、

あ
り
が
と
う
」の
思
い
を
込
め
た
航
空
写

真
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。
畑
小
学
校

で
は
、
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た

　

10
月
25
日
、
第
54
回
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会
山
梨
大
会
に
お
い
て
、
長
年
に
わ

た
り
、
地
域
の
社
会
教
育
に
貢
献
し
、
顕

著
な
功
績
を
た
た
え
る
全
国
社
会
教
育
委

員
連
合
表
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

な
ど
の
社
会
教
育
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
篠

山
市
社
会
教
育
委
員
会
議
の
議
長
の
栁

や
な
ぎ

本も
と

晃あ
き

代よ

さ
ん(

河
原
町)

が
全
国
社
会
教
育
委

員
連
合
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

と
も
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
・
文
化
財
課
☎

５
５
２-

５
７
６
９

児
童
や
地
域
の
方
々
が「
畑
小
」の
文
字

を
、
城
北
小
学
校
で
は
児
童
が
画
用
紙

で「
じ
ょ
う
ほ
く
」の
文
字
を
作
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
☎
５
５
２-

５
７
０
９

12

月

の

行

事

予

定

健康課☎594-1117母 子 保 健 事 業の月12

日 事業名 対象者

5（水） 子育て相談日 希望者要予約☎594-1117

6（木）2歳児歯科健診（※） H22.9生まれ

10（月）乳児健康相談（※） H24.2生まれ

12（水）離乳食教室 希望者要予約☎594-1117

13（木）1歳7カ月児健診（※） H23.4生まれ

日 事業名 対象者

15（土）パパママ教室（※） H25.4～5出産予定

19（水）子育て相談日 希望者要予約☎594-1117

20（木）3歳児健診（※） H21.9生まれ

21（金）ＢＣＧ（※） H24.8.27～9.21生まれ

27（木）4カ月児健診（※） H24.8生まれ

■（※）印の健診は対象者に個別にご案内します。　    ■会場はいずれも丹南健康福祉センターです。

－薬
や く

師
し

三
さ ん

尊
ぞ ん

懸
か け

仏
ぼとけ

（宮ノ前）－

レ
ッ
ツ
子
育
て
広
場
　
パ
パ
の
応
援
講
座

「
パ
パ
の
笑
顔
は
家
族
の
笑
顔
！
～
パ
パ

が
考
え
る
子
育
て
～
」

　
「
父
親
の
役
割
」に
つ
い
て
の
お
話
を
聴

き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
ま
す
。
子
育

て
の
楽
し
さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
　
き　

12
月
９
日（
日
）10
時
～
11
時
50

分と
こ
ろ　

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
　
師　

小こ

崎ざ
き

恭や
す

弘ひ
ろ

さ
ん（
神
戸
常
盤
大

学
准
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
副
代
表
）

対
　
象　

６
カ
月
～
就
学
前
の
子
ど
も
を

育
て
る
父
親（
母
親
同
伴
可
）

定
　
員　

30
組（
先
着
順
）

託
　
児　

あ
り（
先
着
30
人
）　

※
６
カ
月

以
上
の
子
ど
も
に
限
る
。

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
託
児
用
品（
タ
オ

ル
、
お
茶
、
着
替
え
な
ど
）

期
限　

12
月
６

日（
木
）

申
込
先　

た
ん

な
ん
子
育
て
ふ

れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
☎
５
９
４

-

１
０
４
０

赤
ち
ゃ
ん
広
場
　「
絵
本
講
座
」

～
絵
本
で
子
育
て
～

　

親
子
遊
び
を
し
な
が
ら
、
絵
本
で
子
育

て
を
楽
し
く
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
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と
　
き　

12
月
６
日（
木
）10
時
～
11
時
30

分と
こ
ろ　

城
東
公
民
館

講
　
師　

井い
の

下し
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陽よ
う

子こ

さ
ん（
ま
ち
の
子
育

て
ひ
ろ
ば
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
　
象　

4
カ
月
～
１
歳
未
満
の
子
ど
も

と
保
護
者

定
　
員　

20
組（
先
着
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
・
お
茶

申
込
期
限　

12
月
４
日（
火
）

申
込
先　

さ
さ
や
ま
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
☎
５
５
６-

２
１
０
０

古市小1年生

上
うえ

田
だ

　乙
おと

葉
は

さん

古市小1年生

赤
あか

井
い

　琉
りゅう

聖
せい

さん

城南小6年生

姫
ひめ

野
の

　岳
やま

人
と

さん

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

イベント紹介

城南小6年生

古
ふる

川
かわ

　結
ゆい

菜
な

さん

絵画「わたしのさかな」

絵画「玉入れ」

絵画「6年間共に過ごした
城南小学校」

絵画「6年間の思い出が
　　　残る城南小学校」

昨年のレッツ子育て広場の様子

12月9日まで歴史美術館で展示中
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笑
第3回 丹波篠山 出場者

募集中！
出場者
募集中！

応募方法など、詳しくはお電話もしくは特設サイトをご覧ください。
http://www.city.sasayama.hyogo.jp/denen/s1-3/

1月27日(日)予　選 3月10日(日)決　勝

■賞金　　　優勝10万円ほか
■参加費　　1組1,000円

あの丹波篠山S-1グランプリが帰ってきた！漫才・コン
ト・落語・ものまね・ダンスなど、面白ければ何でも
ＯＫ！あなたのパフォーマンスで篠山を笑い
の渦に巻き込んでください。

応募締切 1月11日(金)必着

1月20日(日) 開演14:00 一般4,000円　友の会・団体3,500円

富良野ＧＲＯＵＰ公演2013冬
篠山を中心に広域から集まり歌を通
して絆を深めた100名規模のコーラス
隊が、関西を中心に活躍中のプロシ
ンガーとの心温まる感動のコラボコン
サートをお届けします。

Smile☆Sound mall
～音と食のハートフルクリスマス～

12月23日(日･祝)　開演17:00
大人1,000円  高校生以下800円(当日500円増し)小学生以下無料

1月6日(日) 1日３回上映 10:00 13:00 15:00 (上映時間65分)
大人:800円(当日1,000円) 中学生以下500円(当日700円) ※２歳以上は有料

全席指定

映画・アニメ上映会
（中央図書館視聴覚ホール）
■大人向け「プリティ・ウーマン」(字幕)1990年 米国
　○14日(金)・15日(土)14:00～16:05
■子ども向け「フランダースの犬」
　1975年テレビ放映90分編集完結版 日本
　○9・16日(日)14:00～15:30

絵本とお話を楽しむ会
■おはなし会「かがやき」
　○1日(土)14：00～＝中央図書館
■おはなし会「絵本の会ぶうふ」
　○4日・11日・18日(火)11:00～＝中央図書館
■おはなし会「かたつむり」
　○1日(土)14:00～＝篠山市民センター図書コーナー
　○8日(土)14:00～＝中央図書館
　○15日(土)クリスマス会　14:00～15:00＝篠山市

　民センター催事場
■おはなし会「篠山ストーリーテリングの会」
　○22日(土)14:00～＝中央図書館
■おはなし会「としょかん」
　○6日(木)11:00～＝中央図書館
　○15日(土)14:00～＝中央図書館

開館時間＝10：00〜18：00(中央図書館のみ金曜日は10：00〜19：00）
※篠山市民センター図書コーナーは日曜日のみ10：00〜17：00。

594-5450590-1301中央図書館

12
月

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

11月
日

月
火 水 木 金 土

10:00 〜
16:45

10:00 〜
20:45

10:00 〜
20:45

10:00 〜
20:45

10:00 〜
20:45

10:00 〜
18:45

21 22 祝23(16:45まで) 24
25 26 27 28 29 30

12月
日

月
火 水 木 金 土

10:00 〜
16:45

14:00 〜
20:45

10:00 〜
18:45

14:00 〜
20:45

10:00 〜
18:45

10:00 〜
16:45

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
祝23 祝24 25(10:00〜16:45) 26(13:00まで) 27 28 29
30 31

※  色部分は、休館日です。
※24日は篠山市民センター図書コーナーのみ休館。

ICTふれあいサロン　新サポートスタッフ紹介
　8月からサポートスタッフとして、金曜日の午前中
に活動されている、上

う え

山
や ま

良
りょう

一
い ち

さんからのメッセージを紹介し
ます。
☆メッセージ
　ICTふれあいサロンでイン
ターネットを利用していたとき、
スタッフのお誘いを受けました。得意分野はパソコン
自作と機器設定で、家では主にインターネットとスカ
イプ（インターネット無料電話サービス）を楽しんでい
ます。パソコン全般の基本的なことであればわかり
ますので、気軽に声をかけてください。よろしくお願
いします。

～サポートスタッフ募集中～
　現在12人のボランティアスタッフが活動していま
す。一緒に学習のサポートをしませんか。詳しくは、
視聴覚ライブラリーまでお問い合わせください。
サロンのパソコンを更新
　この度Windows ７のパソコンを5台更新しまし
た。また、このパソコンにはoffice2010がインス
トールされています。WindowsXPとVistaのパ
ソコンも1台ずつ設置
していますので、それ
ぞれのバージョンに対
応したサポートが可能
です。

「丹波篠山インターネットTV 」好評配信中！！
市内の出来事や昔の貴重な
映像をご覧いただけます。

590-1301

　西紀運動公園の運営などについて、皆さんにご心配を
お掛けしておりますこと、心からおわび申し上げます。
　さて、当公園の今後の運営について、以下のとおり決
定しましたのでお知らせします。
○営業日などについて
　12月26日まで指定管理者により営業します（カレン
ダーのとおり）。
　※12月の利用時間が変更となります。
○休館について
　12月27日から平成25年3月31日まで休館します。
○平成25年４月１日以降の運営について
　新たな指定管理者を選定し、４月オープンをめざします。

問い合わせ　社会教育･文化財課☎552-5769

西紀運動公園 平成24年11月下旬、12月営業カレンダー

590-8119590-8118

西紀運動公園温水プール
＆芝グラウンド

交響ホール  検索
クリック

丹波篠山TV  検索

たとへば君
今月のおすすめの１冊

作者　河
かわ

野
の

裕
ゆう

子
こ

・永
なが

田
た

和
かず

宏
ひろ

発行　文藝春秋
請求記号　911　カ
　「たとへば君　ガサッと落葉
すくふやうに　私をさらつて　
行つてはくれぬか」。恋はいつ
も突然に始まり、愛に昇華して
いきます。河野裕子と永田和宏
…職業「歌人」の２人は、出会い
から河野の死までの40年間、お

互いに相聞歌を1,000首近く詠み続けてきました。そ
の一部と河野の折々のエッセイを永田が編集したのが
本書です。深遠な愛の表現と同業ゆえの葛藤、本人と
家族みんなが苦しい闘病生活の真情の発露に心が震え
ます。「手をのべて　あなたとあなたに　触れたきに　
息が足りない　この世の息が」。愛し合うことは、同
じ世界で息をすることと改めて教えてくれて、河野は
逝きました。愛と幸せを願い、心寄り添うクリスマス
におすすめの一冊です。（N.H）

20年前に閉山した炭坑の町、悲別。
散り散りになった若者たちは、2011年大
晦日、閉山の日の約束を守って今や破綻寸
前のこのふるさとに集ってくる。
大昔この炭坑の地下300Mの地底に先人達
が埋めたという「希望」を探しに。
人間にとって
「豊かさ」とは、「本当の幸せ」とは-
倉本聰が問いかける渾身の感動作！！

全席自由 2月8日(金)　開演19:00
一般:4,000円　高校生以下:1,500円　友の会・団体:3,500円　団体・高校生以下:1,300円
友の会予約：12月2日（日）9:00 ～（電話のみ） 一般発売：12月9日(日)9:00 ～（電話・窓口）

全席指定

ティモシー・
エドワーズ 高岡陽子 発売中

発売中

発売中

林 正樹(ピアノ)　クリス･シルバースタイン(ベース)

世界最高の生音を誇る
たんば田園交響ホールに
古澤 巌が 帰ってきた！ ブラザートム

豪華ゲスト

たんば田園シネマシアター Vol. ２

  …温水プールのみ休館　　  …温水プール、芝グラウンドとも休館
※芝グラウンドの利用時間は9:00 〜 17:00です。

作・演出　倉本 聰
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■大人の木工教室
とき＝1日・15日(土)10:00 ～ 15:00
参加費＝【1日】ワーキングデスク(3,800円)、
折りたたみ式ベンチ(2,200円)、【15日】テーブ
ル(1,500円)、イス(1,900円)　※要予約(各
開催日の1週間前まで)。

■花と緑の教室
　～正月風マンリョウ・ハボタンなどの寄せ植え（和風）～

とき＝7日(金)13:30 ～ 15:00
参加費＝3,200円（材料費含む）　※要予約(11
月29日(木)17:00まで)。

■こどもクラフト
とき＝15日(土)13:30 ～ 15:00
参加費＝300 ～ 500円　※要予約(開催日の
前日まで)。

■Let’s♪ノルディックウオーキング
とき＝15日(土)14:00 ～ 16:00
対象＝小学生以上　参加費＝1,000円＋ポー
ルレンタル代500円　※要予約(当日受け付け
可能)。

■バームクーヘン＆クラフトづくり
　 とき＝16日(日)10:00 ～ 16:00　参加費＝クラ

フト200円、バームクーヘン500円　※要予約。
■しめ縄づくり

とき=16日(日)13:30 ～ 15:00
参加費＝300円　※要予約（当日受け付け可能）。

ささやまの森公園
557-0201557-0045

丹波並木道中央公園
http://www.hyogo-park.or.jp/tanba/ http://www.sasayamanomori.jp/

594-0991594-0990
相 談

検 診休 日 診 療

●人権相談【柏原人権擁護委員協議会☎0795-72-0176／
　人権推進課☎552-6926】
7日(金)9:00～11:30＝丹南健康福祉センター／12日
(水)9:00〜12:00＝市役所第2庁舎／20日(木)13:30～
16:00＝城東公民館／毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
＝市役所第2庁舎
●行政相談【市民協働課☎552-5112】
7日・21日(金)9:00～11:30＝丹南健康福祉センター／14
日(金)9:00～11:30＝篠山市民センター／20日(木)13:30
～16:00＝城東公民館
●心配ごと相談【篠山市社会福祉協議会☎590-1112】
7日・21日(金)9:00～11:30＝丹南健康福祉センター／
14日・28日(金)9:00～11:30＝篠山市民センター／20日
(木)13:30～16:00＝城東公民館
●出張消費生活相談【市民協働課(篠山市消費生活セン　
　ター)☎552-1186】
7日(金)9:00～11:30＝丹南健康福祉センター／20日
(木)13:30〜16:00＝城東公民館
●�教育・悩み相談【篠山市青少年育成センター（西紀支所
内）フリーダイヤル☎0120-711-338／適応指導教室「ゆ
めハウス」（西紀支所内）☎590-8111】
毎週月・火・木曜日13:00〜16:00＝篠山市青少年育成セ
ンター／毎週月曜日9:00〜12:00と13:00〜15:00＝適応
指導教室「ゆめハウス」　※祝日を除く。
●女性のための悩み相談【人権推進課☎552-6926】
毎日9:00～16:00（土・日・祝日を除く）＝男女共同参画セ
ンター　※面接・電話で対応。
●結婚相談【結婚相談室りんぐ☎552-3455】
毎週火曜日10:00〜18:30／毎週木・土曜日10:00〜17:00
＝篠山市民センター　※祝日を除く。
●発達相談【篠山養護学校(学びサポートルーム)☎552-5237】
毎週火～金曜日10:00〜16:00（祝日を除く）＝篠山養護
学校
●�障がいのある方の相談【地域福祉課☎552-7102】
18日(火)10:00〜12:00＝スマイルささやま(東沢田)　
※障害者相談支援専門員が対応。要予約。

●�精神保健福祉相談【丹波健康福祉事務所地域保健課☎
0795-73-3767】
○アルコール依存相談　17日(月)13:00〜17:00＝丹波
健康福祉事務所(丹波市柏原町)　○こころのケア相談
18日(火)13:30〜17:00＝丹波健康福祉事務所(丹波市柏
原町)　※いずれも要予約。　○思春期保健相談　26日
(水)13:30〜17:00＝丹波健康福祉事務所(丹波市柏原町)
●�年金事務所による年金相談【西宮年金事務所☎0798-
33-2944／医療保険課☎552-7103】
○相談時間延長　毎週月曜日(19:00まで)＝西宮年金事
務所　※祝日の場合は翌日に開催。
○休日開設日　8日（土）9:30〜16:00＝西宮年金事務所
※年金手帳など基礎年金番号が分かるもの(本人が行け
ない場合は委任状)が必要。
●無料法律相談【市民協働課☎552-5112】
18日(火)13:00〜16:00＝篠山市民センター(1人の相談時
間は30分)　※兵庫県弁護士会が対応。申し込みは、12
月3日（月）9:00から電話でお申し込みください(先着順・
定員は6人）。相談は１人１回／年。
●司法書士による無料法律相談【司法書士会たんば支部☎
552-2035（正

しょ

呂
ろ

地
じ

）】
20日(木)9:00〜12:00＝柏原住民センター(丹波市柏原
町)／13:30～16:00＝篠山市民センター
●�家庭児童相談【こども未来課☎552-1115】
毎日（土・日・祝日を除く）＝市役所第2庁舎
●�母子相談【福祉総務課☎552-7101】
毎日（土・日・祝日を除く）＝市役所第2庁舎
●農業担い手相談【農業担い手サポートセンター(農都創造
課内)☎552-1114】
毎日（土・日・祝日を除く）＝市役所第2庁舎
●外国人相談【NPO法人篠山国際理解センター☎590-8125】
毎週水曜日9:00〜12:00＝フィリピノ語、中国語／13:00〜
16:00＝ポルトガル語、英語　※祝日を除く。要予約。

■問い合わせ	 健康課☎594-1117／篠山市消防本部消防署☎594-1119
	 篠山市医師会☎552-8225／篠山市休日診療所☎552-8910

※検診日に市内に住民登録がある方が対象です。いずれもご予約の上、健康保険証を持参し受診してください。
※市の行っている検診は、毎年４月～翌年３月の間で１回の受診となります。受け忘れや重複受診を防ぐために誕生月検診をお勧めしています。

間違って２度受診すると、２度目は全額自己負担となりますのでご注意ください。

検診名 料金 日 対象者 指定医療機関
乳がん(視触診) 700円

通年
12月生まれの女性が望ま
しい

河合医院･平野外科医院･岡本病院･西井外科
乳がん(視触診＋マンモグラフィ) 2,300円 兵庫医科大学ささやま医療センター

子宮がん(頸部) 1,200円 丸尾医院･兵庫医科大学ささやま医療セン
ター･ベテスダクリニック･タマル産婦人科

歯周病疾患 300円 40歳･50歳･60歳･70歳の方 市内各歯科医院　※対象の方には個別に案内します。

日 担当医師 場　　所 受付時間
2(日) 草山診療所医師

休日診療所
（篠山市民
センター内）

【午前】
10:00 〜 12:00

【午後】
13:00 〜 16:30

9(日) 建井医院医師
16(日) 兵庫医大ささやま医療センター医師
23(日) 東雲診療所医師
24(月) にしき記念病院医師
30(日) 山鳥病院医師
31(月) 小徳整形外科医師

※都合により医師に変更が生じる場合があります。

交通安全スローガン

家庭での備蓄②（食糧編）

〈今月の納税〉
12月は固定資産税（3期）と

国民健康保険税（6期）を納める月です。
納期限　12月25日(火)
忘れずに納期内に納めましょう。
問い合わせ　収税課☎552-6927

　今回は食糧について考えてみましょう。災害時に支援物資が届くまで約3日かかるといわれています。非常時の食糧は缶
詰やインスタント食品がその代表的な物になりますが、最近ではお湯（時間がかかりますが水でも可）を
入れるだけで食べられるご飯物も種類が増え、充実しています。しかしながら、注意したいのは乳幼児向
けのミルクや離乳食です。仮に支援物資が届いても、乳幼児向けの物は不足する可能性があります。ま
た、極端な話ですが、大人は何食か食事が取れなくても耐えられるかもしれませんが、乳幼児にとっては
無理な話。乳幼児のいる家庭では、子どもたちの分を重点的に備蓄することが必要かもしれません。

■猪汁を作って食べよう
丹波篠山産の猪肉と野菜を大鍋で炊いて食べます。
ご飯もあります。おかわりOK!
とき＝2日(日)10:00 ～ 15:00　定員＝30人　参加
費＝大人800円、小学生以上500円、小学生未満
200円　持ち物＝飲み物、エプロン、三角巾、おわ
ん２個、はしなど

■冬の野鳥を探そう
ルリビタキ、ジョウビタキなどの野鳥を観察します。
とき＝9日(日)9:00 ～ 12:00　定員＝30人　参加費
＝100円　持ち物＝飲み物、筆記用具、あれば双眼
鏡（貸し出しあり）、
野鳥図鑑など

■しめ縄作り
とき＝16日(日)10:00 ～ 15:00　対象＝小学４年生
以上　定員＝30人　参加費＝300円　持ち物＝弁
当、飲み物、はさみ、軍手、座布団など

■ミニ門松作り
とき＝22日(土)10:00 ～ 15:00　対象＝小学4年生
以上
定員＝20人　参加費＝500円　持ち物＝弁当、飲み
物、軍手など　※作業ができる服装で参加。

※詳細はお問い合わせください。

MILK

醒
さ

めたはず　
　その思い込みに
　　　　魔が潜む

小児救急医療電話相談窓口　☎0795-72-4396
対応時間　平日＝17:30 ～翌8:00　土・日・祝日＝24時間

※都合により医師の変更が生じる場合があります。

年末の歯科休日診療
日 医院名 場　所 電話番号 受付時間

30(日) 北歯科医院 東岡屋 552-4182 ９：００
～１２：００31(月) たなか歯科クリニック 味間南 590-1182
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篠山市役所	 ☎552-1111

篠山市福祉事務所
	 ☎552-1111

城東支所	 ☎556-3111

多紀支所	 ☎557-1161

西紀支所	 ☎593-1111

丹南支所	 ☎594-1131

今田支所	 ☎597-3111

消防本部	 ☎594-1119

火災情報	 ☎590-2800

あさぎり苑	 ☎552-0410

清掃センター	☎596-0844

市営斎場	 ☎590-8200

篠山市教育委員会
	 ☎552-5709

篠山市民センター
	 ☎554-2188

篠山総合スポーツセンター
	 ☎552-8681

中央公民館
（四季の森生涯学習センター）
	 ☎594-1180

城東公民館	 ☎556-3171

丹南健康福祉センター
	 ☎594-1117

中央図書館	 ☎590-1301
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5

催
し

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

受
験
者

消
防
本
部
予
防
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
８

と　

き　

平
成
25
年
２
月
３
日（
日
）

と
こ
ろ　

篠
山
産
業
高
等
学
校
ほ
か
県
内

６
つ
の
会
場

種　

類　

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

申
込
先　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

兵
庫
県
支
部（
〒
６
５
０
‐
０
０
１
１
・

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
‐
12
‐
７
・

協
和
ビ
ル
５
階
）

申
込
期
間　

郵
送
・
直
接
提
出
＝
12
月
11

日（
火
）～
20
日（
木
）　

※
郵
送
の
場
合
は

消
印
有
効
。　

電
子
申
請
＝
12
月
８
日

（
土
）～
17
日（
月
）

申
し
込
み
方
法　

郵
送
ま
た
は
直
接
提

出
、
電
子
申
請　

※
直
接
提
出
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
9
時
～
17
時
。
願
書
は
篠
山

市
消
防
本
部
に
備
え
て
い
ま
す
。

※
電
子
申
請
の
方
法
は
、（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

丹
波
篠
山
ひ
な
ま
つ
り

の
参
加
地
域

社
会
教
育･

文
化
財
課☎５

５
２
‐
５
７
９
２

　

｢

丹
波
篠
山
ひ
な
ま
つ
り｣

は
、
各
地
域

に
伝
わ
る
ひ
な
人
形
を
古
民
家
な
ど
に
一

斉
に
飾
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、
地
域
の
協
力

を
得
て
約
30
カ
所
の
会
場
で
実
施
し
、
好

評
で
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
自
主
的
に
運
営
し
て
い
た
だ
き
、
事

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

中
央
図
書
館
☎
５
９
０
‐
１
３
０
１

と　

き　

12
月
１
日（
土
）～
12
日（
水
）

※
３
・
10
日（
月
）を
除
く
。
雑
誌
が
な
く

な
り
次
第
、
終
了
。

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館

内　

容　

図
書
館
で
の
保
存
期
間
が
終
了

し
た
雑
誌
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

※
1
人
5
冊
程
度
を
目
安
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。
持
ち
帰
り
用
の
袋
は
、
各

自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー

は
、
平
成
25
年
１
月
27
日（
日
）～
２
月

３
日（
日
）に
行
い
ま
す
。

さ
さ
や
ま
景
観
写
真
コ
ン 

ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
展
示

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

　

第
２
回
さ
さ
や
ま
景
観
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品（
テ
ー
マ「
篠
山
の
春
」）を

展
示
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
14
日（
金
）～
26
日（
水
）10

時
～
18
時（
金
曜
日
は
19
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館

※
17
日（
月
）・
25
日（
火
）は
休
館
日
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
登
録
会

篠
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
５
９
０
‐
１
３
８
８

平
日
に
登
録
で
き
な
い
方
の
た
め
に

と　

き　

12
月
８
日（
土
）９
時
～
11
時
30

分 と
こ
ろ　

篠
山
市
社
会
福
祉
協
議
会（
丹

南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

※
登
録
会
は
、
予
約
の
あ
っ
た
場
合
の
み

行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

人
権
フ
ェ
ス
タ
イ
ベ
ン
ト

人
権
推
進
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
６

　

12
月
９
日（
日
）に
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る｢

第
10
回
人
権
フ
ェ
ス
タ
in

さ
さ
や
ま｣

会
場
内
で
行
わ
れ
る
関
連
事

業
を
紹
介
し
ま
す（
人
権
フ
ェ
ス
タ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
裏
表
紙
参
照
）。

出
張
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談「
女
性
の
た
め

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会
」

と　

き　

12
月
９
日（
日
）10
時
～
13
時

内　

容　
「
結
婚
や
出
産
、
介
護
な
ど

で
退
職
し
た
け
れ
ど
も
う
一
度
働
き
た

い｣｢

家
庭
と
仕
事
の
両
立
っ
て
大
変｣｢

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
い｣

と
考
え
て
い

る
あ
な
た
に
専
門
員
が
助
言
し
ま
す

講　

師　

中な
か

野の

冬ふ
ゆ

美み

さ
ん（
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト･

ひ
と
り
親
家
庭
相
談
員
・

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

定　

員　

３
人（
先
着
順
）　

※
託
児
あ
り

（
要
予
約
）。

申
し
込
み　

上
記
ま
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
お
や
つ
を
作
ろ
う

と　

き　

12
月
９
日（
日
）10
時
～
11
時
30

分対　

象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

15
組（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
１
５
０
円（
当
日
集
金
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

タ
オ
ル

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
篠
山
国
際
理

解
セ
ン
タ
ー

☎
５
９
０
‐

８
１
２
５（
祝
日

を
除
く
月
・
水
・

金
曜
日
）

と　

き　

12
月
23
日（
日
）11
時
～（
40
分

ほ
ど
）

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館

ゲ
ス
ト　

マ
エ
ス
ト
ロ
足あ

立だ
ち

さ
ん

ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

結
婚
相
談
室　

輪
～
り
ん
ぐ
～（
篠
山
市

民
セ
ン
タ
ー
内
）☎
５
５
２
‐
３
４
５
５

と　

き　

12
月
22
日（
土
）18
時
～
20
時

と
こ
ろ　

居
酒
屋
パ
ラ
パ
ラ（
ホ
ロ
ン
ピ

ア
ホ
テ
ル
５
階
）　

※
貸
し
切
り
。

対　

象　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女

定　

員　

男
女
各
25
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
費　

４
０
０
０
円　

※
12
月
19
日

（
水
）以
降
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
。

申
込
期
限　

12
月
15
日（
土
）

申
し
込
み
方
法　

右
記
な
ど
に
備
え
て
い

ま
す
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

四
季
の
森
年
忘
れ
カ
ラ

オ
ケ
大
会
の
出
場
者

中
央
公
民
館
☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

と　

き　

12
月
23
日（
日
）13
時
～　

※
リ

ハ
ー
サ
ル
を
10
時
～
12
時
に
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　

30
人

申
込
期
限　

12
月
７
日

（
金
）17
時

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
優
先
で
抽
選
。

業
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
参
加
し
た
い
と
思
わ
れ
る

地
域
の
代
表
の
方（
自
治
会
な
ど
）は
上
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

実
施
時
期　

平
成
25
年
3
月
中
旬（
詳
細

は
調
整
し
ま
す
）

申
込
期
限　

12
月
21
日（
金
）

国
内
都
市
交
流
推
進
委

員
会
の
委
員

市
民
協
働
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
２

　

篠
山
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
た
７
市
町(

千
葉
県
館
山
市
、
秋
田

県
大
館
市
、
岐
阜
県
郡
上
市
、
愛
媛
県
愛

南
町
、
愛
知
県
犬
山
市
、
山
形
県
鶴
岡
市
、

高
知
県
宿
毛
市)

に
つ
い
て
、
市
民
交
流

を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
な
ど

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

任　

期　

３
年
間(

平
成
28
年
１
月
ご
ろ

ま
で)

資　

格　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

募
集
人
数　

２
人

募
集
期
間　

11
月
26
日(

月)

～
12
月
７

日(

金)

申
し
込
み
方
法　

右
記
に
備
え
て
い
ま
す

申
込
書
に
必
要
事
項(

応
募
理
由
な
ど)

を

記
入
の
上
、
提
出

つ
く
し
ん
ぼ
広
場 

丹
南
児
童
館
☎
５
９
４
‐
１
０
０
３

と　

き　

12
月
13
日（
木
）11
時
30
分
～
12

時と
こ
ろ　

丹
南
児
童
館 

内　

容　

お
話
、
紙
芝
居
、
手
品

冬
の
お
楽
し
み
会 

丹
南
児
童
館
☎
５
９
４
‐
１
０
０
３

と　

き　

12
月
21
日（
金
）13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

丹
南
児
童
館 

内　

容　

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
お
菓
子
バ

イ
キ
ン
グ
、
お
餅
つ
き
、
豚
汁
ふ
る
ま
い
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

参
加
費　

３
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
５
日（
水
）

図
書
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

中
央
図
書
館
☎
５
９
０
‐
１
３
０
１

　

図
書
館
か
ら
、
お
は
な
し
の
世
界
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
い
ろ
ん
な
お
楽
し
み
を
用
意

し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
ほ
う
き
や
、
ホ
ー

ス
が
楽
器
に
？
身
近
な
道
具
を
楽
器
に
変

え
て
、
楽
し
い
演
奏
会
も
あ
り
ま
す
よ
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

広 告

募
集
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Mランド丹波ささ山校　篠山自動車教習所
※お問い合わせ    079-552-0815

私たちと一緒にトイレ掃除をしませんか。
日時 12月  9日(日)　場所　八上小学校（8：00～9：00）
 12月16日(日)　場所　篠山中学校（8：00～9：00）
ご参加頂ける方は下記までご連絡ください。

『掃除に学ぶ会』のご案内

募
集

エコドライブを心がけよう
　兵庫県では、冬季期間(11月～翌年１月)を「自動車
公害防止月間」とし、自動車による大気汚染などを防
止する活動を推進しています。
　自動車は二酸化炭素や窒素酸化物を排出し、地球
環境に大きな影響を与えています。一人一人が環境
にやさしい運転を心がけることで、それらの排出を
抑えることができます。運転するときは、次のこと
に気をつけて、エコドライブを心がけましょう。
○アクセルは控えめに、やさしい発進を心がける
○無用なアイドリングをやめる
○エアコンの使用は控える
○不要な荷物は積まずに走行する
○タイヤの空気圧をこまめにチェックする

米
国
ワ
ラ
ワ
ラ
市
短
期
交
換

留
学
生
派
遣
事
業
の
参
加
者

篠
山
市
姉
妹
都
市
委
員
会（
市
民
協
働
課

内
）☎
５
５
２
‐
５
１
１
２

留
学
期
間　

平
成
25
年
３
月
24
日（
日
）～

４
月
４
日（
木
）ま
で
の
12
日
間

留
学
先　

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
・
ワ
ラ
ワ

ラ
市

交
流
内
容　

ワ
ラ
ワ
ラ
姉
妹
都
市
委
員
会

の
協
力
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

現
地
の
学
校
や
施
設
の
訪
問
活
動
を
行
い
、

生
活
習
慣
や
文
化
、
歴
史
を
学
び
ま
す

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
高
校

生募
集
人
数　

10
人（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
、
姉
妹
都
市
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
）

参
加
費　

１
人
20
万
円
程
度
の
予
定

※
市
内
在
住
の
高
校
生
に
は
、
こ
の
う
ち

５
万
円
の
補
助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

12
月
21
日（
金
） 

篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
出
店
者

篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

（
社
会
教
育･

文
化
財
課
内
）

☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

出
店
日
時　

平
成
25
年
３
月
３
日（
日
）７

時
～
16
時

出
店
場
所　

篠
山
城
跡
三
の
丸
広
場

対　

象　

市
商
工
会
、
丹
波
篠
山
観
光
協

会
、
丹
波
さ
さ
や
ま
農
業
協
同
組
合
の
い

貯
水
槽
の
管
理
で
安
全

な
水
道
水
を

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３

　

マ
ン
シ
ョ
ン
や
大
規
模
店
舗
な
ど
で
設

置
さ
れ
て
い
る
、
市
の
水
道
水
を
い
っ
た

ん
貯
め
て
お
く
貯
水
槽（
受
水
槽
）を
安
全

に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
設
置

者
に
よ
る
適
切
な
管
理
が
必
要
で
す
。
特

に
、有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
も
の
は
、

管
理
内
容
な
ど
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

上
水
道
課
で
は
貯
水
槽（
受
水
槽
）管
理

に
つ
い
て
の
助
言
や
指
導
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

篠
山
城
跡
北
堀
内
の
ご
み

清
掃
作
業
を
行
い
ま
す

環
境
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

　

堀
の
水
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、現
在
、

北
堀
の
水
を
抜
い
て
池
干
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る
ご
み
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。
ふ
だ

ん
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所

で
、
い
つ
も
と
は
違
う
堀
内
か
ら
の
景
色

を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

12
月
８
日（
土
）９
時
～

と
こ
ろ　

篠
山
城
跡
三
の
丸
広
場
集
合

持
ち
物　

長
靴
、防
寒
着
な
ど　

※
軍
手
、

火
ば
さ
み
、
ご
み
袋
は
準
備
し
ま
す
。

申
し
込
み　

右
記
ま
で

ず
れ
か
の
会
員

申
込
期
限　

12
月
20
日（
木
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ぞ
伝
統
丹
波
の
お

正
月
の
参
加
者

丹
波
少
年
自
然
の
家

☎
０
７
９
５
‐
８
７
‐
１
６
３
３

と　

き　

平
成
25
年
１
月
12
日（
土
）～
13

日（
日
）　

※
１
泊
２
日
。

と
こ
ろ　

丹
波
少
年
自
然
の
家（
丹
波
市

青
垣
町
）

内　

容　

丹
波
伝
統
昔
遊
び
、
火
鉢
を
囲

ん
だ
だ
ん
ら
ん
タ
イ
ム
、
丹
波
の
お
せ
ち

料
理
、
と
ん
ど
焼
き
な
ど

対　

象　

家
族
、
成
人
グ
ル
ー
プ
な
ど

定　

員　

30
人

参
加
費　

１
人
５
０
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
27
日（
木
）

「
本
の
郷
」ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー

中
央
図
書
館
☎
５
９
０
‐
１
３
０
１

　

中
央
図
書
館
で
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
図

書
コ
ー
ナ
ー「
本
の
郷
」で
図
書
の
貸
し
出

し
・
返
却
の
サ
ポ
ー
ト
や
返
本
作
業
、
書

架
の
整
理
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。
本
の
好
き
な
方
、
ま
た
、
図

書
館
に
興
味
の
あ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。

活
動
内
容　
「
本
の
郷
」の
開
館
時
間（
10

時
～
18
時
、
日
曜
日
は
10
時
～
17
時
）内

の
午
前
と
午
後
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ッ
ク
サ

ポ
ー
タ
ー
２
人
体
制
で
活
動
。
活
動
内
容

は
、
右
記
の
ほ
か
、
入
館
者
数
の
カ
ウ
ン

ト
や
新
聞
の
整
理
作
業
な
ど

そ
の
他　

土
・
日
曜
日
、
平
日
の
午
後
に

活
動
い
た
だ
け
る
方
、
大
歓
迎
。
月
に
１

回
の
活
動
で
も
結
構
で
す
。
具
体
的
な
活

動
日
や
回
数
は
、
希
望
に
添
っ
た
形
で
調

整
し
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

申
し
込
み　

上
記
ま
で（
随
時
受
け
付
け
）

き
れ
い
で
安
全
な
水
道

水
を
供
給
し
ま
す

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３

　

上
水
道
課
で
は
毎
月
、
水
道
法
に
基
づ

い
た
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査

の
結
果
、
水
質
基
準
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し

て
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３

凍
結
の
予
防
法

○
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

に
、
保
温
材
や
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
く

○
寝
る
前
に
、
蛇
口
か
ら
少
し
水
を
出
し

て
お
く

凍
結
し
た
場
合
の
対
処
法

○
蛇
口
の
ハ
ン
ド
ル
は
無
理
に
回
さ
ず
、

露
出
し
て
い
る
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
巻
き
付
け
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る

無
理
は
禁
物
！　

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
も

解
凍
で
き
な
い
場
合
は
、
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
熱
湯

を
か
け
る
と
管
が
破
裂
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す

ネ
コ
の
引
き
取
り

環
境
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

と　

き　

12
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）８

時
30
分
～
12
時（
時
間
厳
守
）

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
、
各
支
所

※
飼
い
ネ
コ
の
場
合
は
、
兵
庫
県
収
入
証

紙
１
７
０
０
円
分
が
必
要
で
す
。

資
源
ご
み
の
拠
点
回
収

環
境
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

と　

き　

12
月
12
日（
水
）７
時
～
10
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
２
庁
舎
前
、
各
支
所

前
、
清
掃
セ
ン
タ
ー　

※
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
み
受
け
付
け
は
８
時
30
分
～
10
時
。

回
収
品
目　

新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

そ
の
他
紙（
紙
マ
ー
ク
）、ビ
ン（
透
明
、茶
・

緑
色
）、
蛍
光
灯
、
乾
電
池
、
廃
食
用
油
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

※
古
紙
類
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
縛
り
、
ビ

ン
類
は
軽
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

※｢

家
庭
系
ご
み｣

の
回
収
で
す
。｢

事
業
系

ご
み｣

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

処
分
費　

無
料（
拠
点
回
収
時
の
み
）

粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集

環
境
課
☎
５
５
２
‐
６
２
５
３

収
集
日　

12
月
12
日（
水
）

手
数
料　

１
点
１
１
０
０
円

申
込
先　

市
役
所
本
庁
、
各
支
所

申
込
期
限　

12
月
10
日（
月
）17
時

ささやまエコ日記
わたしたちの地球のために

環境課☎552ｰ6253

水
道

環
境・衛
生

広 告広 告
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▲

5

休
日
の
ご
み
の
持
ち
込
み

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４

と　

き　

12
月
29
日（
土
）９
時
～
15
時

※
荷
台
か
ら
ご
み
が
飛
散
・
落
下
し
な
い

よ
う
、
ご
み
を
ロ
ー
プ
で
荷
台
に
固
定

し
た
り
、
荷
台
を
シ
ー
ト
で
覆
う
な
ど

し
て
注
意
し
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
７

　

夕
暮
れ
時
は
交
通
事
故
が
最
も
多
い
時

間
帯
で
す
。
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
、
夜

光
反
射
材
の
着
用
を
心
が
け
る
な
ど
、
交

通
事
故
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

期　

間　

12
月
１
日（
土
）～
10
日（
月
）

運
動
の
基
本　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

東
吹
下
交
差
点
が
歩
車
分
離

式
信
号
機
に
変
わ
り
ま
し
た

篠
山
警
察
署
☎
５
５
２
‐
０
１
１
０

　

歩
車
分
離
式
信
号
機
と
は
、
全
て
の
車

両
を
止
め
、
歩
行
者
の
安
全
な
横
断
時
間

を
確
保
し
た
信
号
機
で
す
。

歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ

　

横
断
は
押
し
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
け
れ
ば

信
号
の
色
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

自
動
車
や
単
車
を
運
転
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

交
差
点
の
信
号

サ
イ
ク
ル
は
今
ま

で
と
異
な
り
ま

す
。
前
方
の
信
号

機
の
灯
火
に
従
っ

て
走
行
し
て
く
だ

さ
い
。

家
屋
の
取
り
壊
し
や
未
登
記
家

屋
の
所
有
者
変
更
の
手
続
き

課
税
課
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
存

在
し
て
い
る
固
定
資
産
に
対
し
て
、
そ
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
に
該
当
さ

れ
る
方
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
成
25
年
１
月
１
日
ま
で
に
、家
屋（
居

宅
、
倉
庫
、
車
庫
な
ど
）を
取
り
壊
さ

れ
た
場
合
は｢
家
屋
取
壊
し
申
告
書｣

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
平
成
25
年

度
の
固
定
資
産
税
か
ら
登
録
を
抹
消

し
ま
す
。
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家

屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
は
、
法
務
局

に
て
滅
失
登
記
を
お
願
い
し
ま
す 

○
平
成
25
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
売
買
や

相
続
な
ど
で
未
登
記
家
屋
の
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は｢

家
屋
所
有

者
異
動
申
告
書｣

の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
か

ら
新
し
い
所
有
者
が
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す

※
申
告
書
は
右
記
お
よ
び
各
支
所
に
備
え

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

柏
原
税
務
署
か
ら

柏
原
税
務
署

☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
１
１
３
０

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
の
う
ち
前
々
年

分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ

て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ

れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
す

べ
て
の
方（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な

い
方
を
含
み
ま
す
）に
つ
い
て
、
平
成
26

年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

篠
山
市
成
人
式
の
案
内

篠
山
市
成
人
式
実
行
委
員
会（
中
央
公
民

館
内
）☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

と　

き　

平
成
25
年
１
月
14
日（
月･

祝
）

10
時
30
分
～（
受
け
付
け
は
10
時
～
）

と
こ
ろ　

た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

そ
の
他　

就
職
や
進
学
な
ど
で
市
外
に
住

所
を
変
更
さ
れ
て
い
る
方
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
や
、
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い

方
は
、
12
月
７
日（
金
）ま
で
に
右
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

合
同
無
料
相
談
会

丹
波
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
０
９
９
９

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

兵
庫
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
で
は
、

借
金
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に｢
合
同
無
料

相
談
会｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
債
務
整
理

相
談
を
中
心
に
、
家
計
管
理
相
談
、
こ
こ

ろ
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。
借
金
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
払
い

で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
９
日（
日
）13
時
～
16
時　

※
要
予
約
。

と
こ
ろ　

丹
波
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
丹

波
の
森
公
苑
内
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
休
館
日

篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

☎
５
５
２
‐
８
６
８
１

　

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

12
月
18
日（
火
）

※
年
末
年
始
は
12
月
28
日（
金
）～
１
月
４

日（
金
）ま
で
休
館
。

要
望
な
ど
の
受
付
状
況 

総
務
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
１

　

平
成
24
年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）に

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
た
件
数
は
３
２
７

件
で
し
た
。 

　

道
路
や
河
川
な
ど
に
関
す
る
こ
と
が
最

も
多
く
１
１
５
件
で
、
次
は
環
境
衛
生
に

関
す
る
こ
と
で
22
件
で
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

本
庁
舎
・
第
2
庁
舎
ロ
ビ
ー
ま
た
は
各
支

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
相
談
会
場（
篠

山
会
場
）の
開
設
期
間

課
税
課
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６
／
柏
原
税

務
署
☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
１
１
３
０

篠
山
会
場
開
設
期
間　

平
成
25
年
２
月
６

日（
水
）～
21
日（
木
）　

※
平
日
の
み
。

と
こ
ろ　

篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

※
篠
山
会
場
終
了
後
は
、
柏
原
住
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご

準
備
・
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

梶
かじ

原
わら

　琉
り ゅ う

斗ちゃん(3歳）

　　　汐
ゆ

來
ら

ちゃん(1歳）　
●住　　所：吹上
●�ひとこと：汐來が大好きな琉斗♡
やんちゃgirlの汐來♡いっぱい×２元気で大き
くなってね

永
なが

井
い

　斗
とう

真
ま

ちゃん(4歳）

　　　蒼
そう

真
ま

ちゃん(1歳）　
●住　　所：野中
●�ひとこと：しっかり者でやさしい斗真。お兄

ちゃん大好き甘えんぼうの蒼真。元気いっぱい
大きくなぁれ。いつまでも笑顔で仲良くね。

三
み

木
き

　羅
らい

輝
き

ちゃん(7カ月）　
●住　　所：本郷
●�ひとこと：我が家の三男坊です！らいちゃん

の笑顔で家族が包み込まれているよ～　 
　健康で心優しい男の子に育ってネ♡

環
境・衛
生

お
知
ら
せ

このコーナーへの掲載希望は
健康課☎ 594-1117 まで

平成24年10月末現在（前月比）

人　口	 44,314人	 （－26人）
　女	 23,045人	 （－5人）
　男	 21,269人	 （－21人）
世帯数	 16,872世帯	 （－6世帯）

工
業
統
計
調
査
の
お
願
い

商
工
観
光
課
☎
５
５
２
‐
６
９
０
７

　

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造
業

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
民

間
企
業
や
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
学

校
の
教
材
な
ど
、
国
民
生
活
の
幅
広
い
分

野
で
活
用
さ
れ
、
豊
か
で
住
み
よ
い
日
本

を
築
く
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
製
造
業
事
業
所
に
は
12
月
中
ご

ろ
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
し
て

い
た
だ
く
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

広 告
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この広報紙は環境保護のため、
植物油インキと古紙再生紙を使用しています。

住宅用火災警報器を設置しましょう !
火災予防条例で、設置が義務付けられています。

基調講演	 「つながり・ひろげ・つづける」ふるさと創り
	 武

たけ

久
ひさ

栄
えい

一
いち

さん、川
かわ

島
しま

幸
ゆき

夫
お

さん（明石市魚住まちづくり協議会）
シンポジウム	 丹波市市島町市島自治会長、草山郷づくり協議会長、菅生産組合長、
	 ＮＰＯ法人「風和」施設長、篠山市人権教育指導員をパネラーに迎えます
問い合わせ	 篠山市人権・同和教育研究協議会☎593-1260

ここに住んでよかったと思える地域をめざして
～見つめよう！自分の地域を　地域の課題を～

第14回篠山市人権・同和教育研究大会
同日開催

第10回
人権フェスタinささやま

～人と人がつながり合う平和な社会をつくろう～

入場
無料問い合わせ　人権推進課☎552-6926

篠山市民センター会 場

市内小・中・特別支援学校「感謝の気持ちを届けよう～あなたに贈る『ありがとう』展～」（手紙など展示）
解放学級生「人権作品展」　「ありがとうカード」展　ネパールとの交流写真展　介護と福祉の展示　など

10:00～11:00
世界の中で
日本が果たす
べき役割

  9:00～10:00	 人権の花運動感謝状受賞校･園発表　人権作文受賞者発表(最優秀作文の朗読)
10:00～11:30	 フィリピンのおやつを作ろう〜バナナの揚げ春巻き〜
10:00～13:00	 出前チャレンジ相談(転職や起業をめざす女性対象)
10:00～13:30	 ビデオ上映(「放射能で広がる異変」〜子ども達に何が起きているか〜、「内部被爆」)
10:00～15:00	 ワークショップ(缶バッジ、ビーズ、ペーパーバッグづくり、刺し子)
13:00～15:00	 人権相談(人権擁護委員による相談)

その他にも協賛・協力団体による飲食、バザー・販売などがあります

11:00～12:00

アジアの中の
日本

�
つじ

井
い

喬
たかし

さん
詩人･作家、世界平和アピール七人委員会委員

�
つじ

井
い

喬
たかし

さん

小
こ

沼
ぬま

通
みち

二
じ

さん
物理学者、
世界平和アピール七人委員会委員

河
かわ

合
い

雅
まさ

雄
を

さん
霊長類学者、
児童文学作家

12月9日(日) 9:00～15:00催しの部

12月4日(火)～9日(日) 9:00～20:00 ※土・日曜は17:00まで展示の部

12月9日(日)13:30～　篠山市民センター

基　調　講　演 対　　　談

※申し込み要。
　P26をご覧ください。


